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を展示した。

まけになった動物たち

3月266（火）～ 9月8ヨ(8) （前年度から

お菓子のおまけのうちラ動物をモチーフにし

なおまけ192種とヲそれらに関連した

どをあわせて畏示した。
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を展示した。

3回の企画震を行った。

2姐

とはちがった角

な展示を行っている。

人文：焼物のうつりかわり／阿波rの美術工芸／福島

の歴史，長信資料など

自然：いろいろな岩石／鉱物／いろいろな動物／生

の生活と自誌のしくみ など

ごとの酒t 
＂.） 、
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4 展覧事業

⑤西国の貝化石

⑤貝殻や良化石をつくる鉱物

⑦地層の中の貝化石

③良化石の調べ方

審主な霊童示資料

赤坂金生出のベルム紀大型員化石

（豊橋市自然史博物麓および当館蔵）

世界各地の員イヒ石（当鑓蔵）

四国および周辺各地の貝化石

（高知県立牧野植物園および当館蔑）

事展示資料点数

審観覧料 A般200円／高校巴大学生200円／小。

生1〔0月

曜襲期間中の観覧者数 6フ317人

事企画展開連行事

－企画展解説

1回： 4月14B （日） 参加者60名

第2回： 4月286（日） 参加者20名

(2）第 2盟企麗麗「海道をゆく一黒潮のはこ

もめ－J
黒潮が、生物の移動だけでなく人やそれに伴う丈化

の移動に重要な貢献をしてきたことは間違いないと

われ、徳島の生物や毘搭文化のノ或立基盤の一端を探る

ために、黒潮の洗う地域の民俗文化や生物相と比較し

てみた。

本金額展では、フィリピンや沖縄から南九州へと

ったと思われるえ／ミ型石器や磨製石斧、貝類の加

工品等の資科を中心に、

し、逆に南へと向かう

て、黒潮が海洋畏族の移動

同時に、黒潮の影響を受けて南西諸島から西国南部、

紀伊半島などに分布している特殊な植物や動物などを

紹介した。また、南西諸島の島々や南九十Mの自然や人々

のくらしもとりあげ、生物、民俗文化及び嬉島にも関

わると考えられる資料なども詔介した。

警警期間 平成14年7月三OB（土）～ 9月1B （呂）

に乗って北上した時伐を

も併せて紹介し

購会主塁

審震示講戒と主な屡示資料

①海上の道はあったのか

ー石器は語る..丸のみ型石器（鹿児島県加世田市格

ノ原遺跡）、警製石斧（沖縄県西表島）、その他の

石器

ω 貝の道宅＠貝輪と蓋棺（貝輪を付けた埋葬の写真）

’補陀落i度i白・那智参詣霊薬羅ほか

' 穂高のカツオ.＇木簡に残された調としての堅魚

と安房 e ・忌部の足跡（古語拾遺）

②イネの来た道

. ？年を渡ったイネ 8 ・イネは「海上の道Jを通らなかっ

た？！
. J童｛云子はかたる白⑤イネのふるさとは中留か（イン

デイカと熱帯ヤボニカ）

、ン一｛ノチ
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議言葉布

a イネイ乍りの証拠..プラントオパール (i皇帝ヤ」ー

カ、熱帯：ヤホ。ニカ、インデイカ）

③黒瀬のはこんだもの

審流れのままに

はかたる，⑨ゴミか宝物か

・アメリカからの手紙⑫省 2年半の旅

ョ種子がはこばれる・－黒潮の道を物語る

畿南へ北へ

・1毎流ではこばれた生き物たち＠＠

略、昆虫の旅

③まれびとの系譜

－仮面と折ト・南西諸島の面と祭り（弥勤、アンガ

マ、鹿児島県の各島の琵）

展覧事業 5 

オ
lj 

ツ
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⑤琉或弧

畿南西諸患の特徴的な動植物

a ヤンパ）しの生き物たち＠事ヤンパルテナガコガネ、

ノグチゲラ、ヤンバルクイナ

．ヤンパルの植物＠・すみれ

ー昆虫..コノハチョウ、ブタオチョウ、八重山の昆

虫

－甲殻類＠＠ノコギリガザミ、テナガエピ

番人。くらし

倉石の魔よけ＠・石敢蓄（徳、島小松島市、三加茂町）、

問中墓（写真）

＠沖縄の染織..八重山上布、宮古上布、吉蕉布、紅

型など

展示室風景
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町立博物館（ 7月11日～22日）、石の博物館（ 7月31

日～ 8月15日）、土成町郷土歴史館（8月20日～ 9月
4日）、松茂町歴史民俗資料館・人形浄瑠璃芝居資料

館（ 9月8日～ 9月25日）を巡回し、同内容の展示を

行った。

・主催徳島県立博物館・徳島県博物館協議会

・後援 人権資料・展示全国ネットワーク

．期間平成14年6月25日（火）～ 7月7日（日）

・会場博物館企画展示室

・展示構成と主な展示資料

①ワシらは山で生きてきた

写真パネル（丹波マンガン記念館蔵）

~鉱山での生活

マンガン採掘道具（丹波マンガン記念館蔵）

チゲ（背負子）ほか梱包・運搬具（丹波マンガン記

念館蔵）

写真パネル（丹波マンガン記念館蔵）

③マンガンつてなに？

マンガン鉱物（丹波マンガン記念館蔵）

徳島県産マンガン鉱物（当館蔵）

レール、乾電油ほかマンガン使用製品（丹波マンガ

ン記念館蔵）

Ci丹波マンガン記念館

パネル（丹波マンガン記念館蔵）

．観覧料無料

23人

( 1）人権教育のための国連10年協賛「丹波マンガ

ン鉱山の記録ー在日コリアンの労働史－J
丹波地方には、約300のマンガン鉱山があり、 1896

年頃から1983年頃までマンガンの採掘が行われた。こ

れらの鉱山で働いていた人々の多くは、朝鮮半島から

やって来た人たちであり、なかには、戦時中に労働力

不足を補うために強制連行されてきた人もいた。ま

た、被差別部落の人々も職を求めて鉱山にやって来

た。丹波マンガン鉱山の労働を支えた人々には「じん

肺」という病気が降りかかり、鉱山労働を離れた後に

も苦しめられることになった。また、「じん肺」擢患

により、偏見と差別が厳しくなった側面もあったO

この特別陳列は、在日コリアンの元鉱山労働者が鉱

山に生きた人たちの心を刻み、また歴史の教訓に学ぶ

ために独力で設立した人権博物館である、丹波マンガ

ン記念館の収蔵資料をもとに、鉱山に生きた人々のお

かれた状況を示し、日本の歴史のなかに刻まれた人権

侵害の実態を示すことを目的として開催した。

なお、当館における会期終了後は、徳島県博物館協

議会を介した県内博物館施設の連携事業として、海南

参加者

展覧事業

第2回： 11月4日（月）

3 . 特別陳列
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審観覧者数 1, 

曾屡示解説

7月6日（土） 参加者48人

（丹波マンガン記念館長）を招いて解説し

ていただいた。

李龍植氏による展示解説

(2）構コレクションの美捕＠壁史資料

コレクションは、徳島県鳴門市出身の故補育治氏

が所蔵されていた美術＠歴史 e 見得の諸資料約3,000

点である。平成14年3月に、御夫人の弘美氏より当館

に寄贈された。

それらには、光格上皇の梅幸の行列を描いた「光格

上皇修学院御幸儀伎図巻J3巻、祖谷への道筋の眺め

を措いた「祖谷LlJ絵巻J2巻、全国の名勝を集めた

国名勝絵巻JlO巻の徳島県指定文化尉が含まれている。

展覧事業ヨ

仁コ

コレクションはなお整理中であるが、その一部を

特別競:YI］として広く公開した。

毒事期間 平成15年1月21B （火〉～ 3月2日（日）

事震示構成と主

①f恵島ゆかりの美指資料

光格

祖谷山絵巻

延生軒詩

②書画の優品

勢至菩薩画賛

茶園詩仙崖書

大和し美し棟方志功作

山と水棟方志功酉

茄子金島桂華酉

③歴史，民俗資料

後伏見上皇院宣

塵諸問答阿波国文庫本

東海道分間絵図菱JI!

角呂頭人形忠作

審展示件数 49f牛

轟観覧料無料

争観覧者数 4,655人

渡辺広埠筆
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謂査研究i土、

のである。そ勾山品、

こそ、最新の信報を

ションの収集、

である。

ける諸活動の根底をなすも

い調査研究に裏付けられて

や質の高いコレク

となるから

には、複数の学芸員グループで、

に応、じでは舘外の硫究者も含めて、特定のテーマ

て年度単位で集中的に取り組む課題調査、

れぞれの分野や専門とするテーマに基づいて

呂常的に取り組んでいる個別調査研究、翌々年以降に

されている企画震のための事前資料調査などがあ

る。

現在、語長を含む15名

携わっている。

タップがこの業務に

上課題調査

は、次の 3つの課題調査を行った。

( 1）牟岐大農③出羽患の富黙と暮らし

るj章島は海部郡牟i技可から約 4km

にある無人島で、ある。これらの烏l之、離島であ

ることなどの関係からいず、れも人工林をまったく見な

いため県南の植生を知る上で貴重な存在となってい

る。また、出羽島は県内でも数少ない人が住む離島で

あり、早くから漁業を中心として開けた土地である。

島内は宅地。耕地が多いものの、南面の大池には

に珍しいシラタマモが自生しているなど県内でも

に値する地域と言える。自然環境としては、牟岐町

の多くは寝j孟帯植物互に入るものの、津島ー大島 6 出

羽島などではアコウをはじめとした亜熱帯植物の混成

呂立ち、林床には様々な腐生撞物が見られるなど特

異な植物が分布していることも知られている。これら

のことから、三高を中心とした牟岐町の周辺の島々を

調査することで、県南部を特散づける自然及び人文的

データが多数得られると期待される。しかし、津島・

牟岐大島・出現高を含むその周辺の島々の自然や人文

に関する調査は吉いものしかなく、最近の現状はまっ

たく不明と言える。そこで、徳島県立博物館として、

この津島 e 牟蚊大島・出羽島及ぴその周辺の島々につ

まえ」宇品
主
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錯

の総合調査を

：丈原賢二（昆虫）、小JI! 誠（植物） . 

茨木靖（擢物：調査主担者）、中尾賢一（地学）、

高島芳弘（考古）、長主主JiI賢二（歴史人庄武憲子

（民俗）、磯本宏紀（民俗）

：木内和美（植物研究家＠牟岐町文化封

）、佐治まゆみ（植物所究家人

田一夫（市場町議員）

覇軍司査の擁要および、結果

は、本調査の 1年百として、次のような分担

で調査地域全体の概要を把握することを目標に調査を

った。 14年震の調査では島の生物相の概要が明らか

になり、特に植物では、ウミヒルモ、ネコノシタなど

貴重な植物が見いだされるなどの成果があった。

大原賢二（分担：昆虫類の幼虫。成虫調査）

小JII 誠＠茨木靖（分担：植物相調査）

中昌賢一（分担：地質と貝類化石について）

（分担：考古学的調査）

長谷川賢二（分担：控史的位置づけについて）

庄武憲子ー磯本宏紀（分担：民俗風習について）

恐竜産出地点閤i互の地賓と化石

勝浦町立Jl!渓谷の小さな沢の中で、白亜紀の代表的

な草食恐竜であるイグアノドン類の歯の化石が発見さ

れたのは1994年4月のことだった。発見者は当時高知

大学学生だった菊地宣樹氏で、西南日本外帝で 2例

日、四冨では拐の恐竜化石であった。その年の 8月に

合同の現地調査が行われ、結果は寵島県立博物館荷究

報告第 5号に報告された。恐竜化石を含んでいた地層

は淡水～汽水環境で堆積した立jJi層の最上部付近であ

ることが明らかになった。

それ以降も、化石資料や清報の蓄請が進んでおり、

汽水～淡水性の化石を比較的豊富に産出することがわ

かってきた。しかしこのフィールドで研究を行ってい

る研究者は、各地に分散している。それぞれが独自に

研究を進めていることもあって、現状では全体｛象が見

えにくくなってきている。

本調査では、立J1 ！渓谷の恐竜発見地点付近の地層か

ら産出する各種の化石を系統的に採集し、立川層形成



主ち に関する新た

立Ji

として加わっていただき、

静謂査メ

：中尾賢一

錯誤葦昌謹

10月11B：調査の打ち

10月13E3～14 El：勝浦町ア

採集

錯誤査の撤要および、結果

：調査主担者）、両

武（鳴門

の調査と

調査官官半は、アゲノ谷とその対岸の沢で、徹底的な

大型化石の探衰を行った。その結果、

ある堆積構造や四足動物の骨片と考えられる化石

を発見し、その多くを採集した。これらの化石の多く

は、やや石灰質で潮汐作用による堆積構造が発達した

泥質岩に入っていた。また、淡水性二枚貝化石の産出

をおさえ、多数の化石を採集した。その也、ナン

ヨウスギ化石など、これま
l 一九
レ r」 O

ない化石の産出も

調査の後半では、立Jl J層最上部～羽ノ浦層最下部に

かけての層準で、綿密な露頭観察と化石採集を

詳細な柱状習と地質国を作成した。この調査から、

来の立JII層と羽ノ浦！曹の境界の定義は見哀しが必要な

こヒ七三わかっ？こ一口

議島県の半議類調査

徳島県の昆虫相解明のために、外部の研究者にも参

してもらいながら、平成12年度からの 2年計画でス

タートさせたが、セミ科のエゾゼミ類の調査がまだま

だ不十分であると考え、 14年度も延長して調査を

ることとした。また水生のグループ（異趨百の一部）

についても、より詳細な調査が必要であり、秋から冬

季の越冬中の調査を重点的に行うこととした。

3年目となる14年度は、水生半題類、特にアメン

類を謂査するために初夏から調査を行い、夏期のエゾ

ゼミ類の調査と共にため油の調査を重点的に行った。

結果的には水生半趨類についてはかなりの成果が得ら

れ、これまでの文献上の記録も含めて徳島県及び四国

における水生半題類の概要を研究報告にまとめた。エ

ゾゼミ類に関しでは、発生期の天候が極めて不順で、、

生息地付近では雨や曇りの日が多く、全国的にも発生

数がきわめて少ない年となったようで、成果はとがら

調査研究事業 13 

なかった。

轟謂査メンバー

博物館学芸員：大原賢二（動物）

：林正美

ヰ空手震譲査の成果

①徳島県のエゾゼミ

7月27～30司に夏季のエゾゼミ類を中心とし

を行った。 28日に神山完了から木頭村までのスーパー林

29呂、三女子郡山城町野ガ地出、 30Elに

三好郡池田町雲辺寺山、脇町大滝山での調査を行っ

た。天候が悪く数頭が鳴いているにすぎず、ス

すぎて採集はできなかった。

三好郡山域町野ガ池山の調査後、途中の河川

も行い、桂昌県初記録となるオモゴミ

ズギワカメムシを採集した。

②穂高県の水生半題類

5月16～19吾、 11月20～23日、 15年2月7～9臼の

3呂、林氏と共に調査を行った。名東郡佐那河内討の

八反池、｛官、島市内のj長野町、麻植都J11島町と

場町にまたがる善入寺島、美馬郡脇町および阿南市な

どの淡水湿地、ため池、海岸を中心に調査を行った。

も触れたが、善入寺島は吉野Jllの中流域にあ

る流域最大の中前！で、中に 2つの池があり、一つは市

場町、一方は川島町に位置する。ここでは全国的にも

貴重なイトアメンポがかなり見られ、今年度の調査で

は、オキナワイトアメンボ、とメイトアメンボ、も向日寺

に採集さずし、 3種が問所的に棲息していることがわ

った。このような場所はこれまでの調査では他に知

られていない。

また、 JIl島町側の植では、晩秋にきわめて多数のオ

オミズムシが克られ、エサキアメンボも

る。

＠阿南市の各地に見られるため

のいいところは発見できなかっ

られ、調査が進めばこれまでよりもかなり

発見される可能性は高い。

されてい

。脇町周辺のため池はこの l年のうちに、すでにいく

つかが埋め立てられており、このような水環境の保全

についても、その対策を急がねばならないと感じた。

(4）星河内美盟主題皇室の複元に罰する調査

をはじめとする弥生時代青銅器の分布と変遷に

関する研究は当館の調査研究テーマの柱のーっとして

掲げており、資料収集方針としても銅鐸およびその

に関する資料の収集に努力してきた。

銅鐸の製作技法の研究についても、 X線透過揮影な

ども応用し、さまざまな視点から調査を続けている。
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らの依頼を受け、古文書、

した。

などの濡蒸処理

われた美濃置関ケ

陣地について、

、「関ヶ

の二つの絵図

所を特定し、現地調査で確認した。

②大坂冬の障に関する現地調査

1614年（慶長19）に行われた大坂きの障における

や、その毘辺

を調査し、企画展の震示資料とするた

め、写真課影を行った。

長をjI j留守一

①諮野三山奉行成立過程の研究

従来から行っている修験道史研究の一部をなヲ。

修験道本山派中枢組織において重要な位置を占めた

とされる荒野三山奉行の成立について、新たに宮城

寺関係系譜に基づく情報を整理して分析を進め

②中世期書写大般若経の調査研究

香川i早大内町水主神社外陣大殻若経に見える舟波

国海部郡薩摩郷の現地上と定に関する研究史を

し、諦究報告13号に報告した。また宍喰町大日寺所

蔵大般若経を調査したほか、神山町勧善寺所蔵大般

若経の奥書を再検討して奥書データベースを作成し
十予

庄武憲子（民俗）

①神山町のくらしについての調査

山町史編纂にあたって、専門委員として神山町

での暮らしぶりについて調査を行った。

②三野町の盆槻習俗についての調査

阿波学会において三野町に伝わる盆棚の習絡につ

いての事例収集分析を行った。

③盆槻についての調査

桂島県内に伝わる盆搬の習静についての事例収集

と分析を行った。

磯本宏紀（民俗）

①潜水漁及

県南部の漁村を

して、その空間利用、

に関する調査

にF展開されるi香水潟、を中心と

労働慣行、生業の複合性につ

を継続中である。漁村荷で生じる地域差と

り、その根底にある移住や出稼ぎ通じた

行や漁具の受容についての検討を目指す。

②~両日萱峠道と山村のくらしに関する調査

三野町を中心にして肉讃峠這に関連する

交易関保について昭和初期から現在に至るまで

の変遷について調査した。

③｝吾竿の地域差に関する

国民具研究会での共同調査の一部である。

び当館収蔵資料と

にして唐竿の形議、材質等の特賞について調査

した。なお、県内唐辛調査については次年度も継続

する予定である。

大橋後雄（美新工芸）

①槙島藩にかかわる美新作品の調査研究

時波の絵師、工芸職人の作品と吏科につい

った。

②藤重の所究

に抱えられた京都藤童家について、文献資

を調べた。

③飯塚桃葉の晴究

の比較検討を行った。

3副文部科学童袋詰本学前譲興会科学

費播助金による

曾基盤冊究（B）一鍛（1)：ニ次草地の保全に向itと

策立案のための学襟的 e 保全生態学的研究（平成

14～16年度）

研究代表者：鎌田麗人（徳島大学工学部助教授）

当館の研究協力者：長在JII賢二、庄武憲子、

ヰ鴎 需 説ハ

噂枇）土木学会田富支部受託研究の共間研究；「正木夕、

ムに｛系わる河川環境総合調査J（平成10～ 15年）

荷究代表者：間部健士（徳

当館の共同研究員：佐藤陽一

5菌研究盟

事動物

箆島県産ツキノワグマ剥製体毛 若干数

名古屋大学大学院環境学研究科



徳島県産メダカ活魚 若干数

神奈川県立生命の星・地球博物館

徳島県産トウヨシノボリ縞鰭型活魚 若干数

兵庫県立尼崎北高等学校

6 .研究成果の公表

( 1）徳島県立博物舘研究報告第13号

2003年3月31日発行、 B5判796ページ、 1,200部

（＊は館外研究者）

林正美＊．大原賢二・岩崎光紀＊：徳島県の水生半麹

類.p.1-27. 

中尾賢一・三本健二＊：高知市布師団とはりまや町に

おける完新世貝類相の変遷と AMS14C年代.p.29-

40. 

高島芳弘．徳島県阿南市の由岐水銀鉱山丹波坑口付近

で採集した石杵一若杉山遺跡の広がりと関連して－

p. 41-51. 

長谷川賢二：中世阿波の薩摩郷をめぐる史料と考証

一昭和前半期における郷土史家浪花勇次郎の周辺を

中心に－.p. 53-63. 

橋本寿夫＊・中尾賢一：四国東端の伊島から得られた

白亜紀放散虫.p.65 75. 

茨木靖・木下畳＊：キダチノネズミガヤの徳島県

での記録.p. 77-79. 

(2）博物館二ユ一ス

磯本宏紀：春を知らせる年中行事一徳島県の太々神

楽一.No. 47, p. 2-3. 

山JI!浩賓：徳島藩の蒸気船一セントロイス号など購入

の顛末一.No.48, p.2-3. 

小川 誠：絶滅から植物を救うために.No. 49, p. 2-3. 

田辺力：生きものへの二つの接し方.No. 50, p. 2-3. 

(3) 当館刊行物以外への掲載（＊印：館タ同庁究者）

．査読付学術雑誌掲載論文

〈動物〉

佐藤陽一・阿部健土＊・竹林洋史＊ (2002.05）徳島県

勝浦川に生息する魚類の出現／非出現の予測モデ

ル．魚類学雑誌， 49(1) : 41 52. 

Kuwahara, Y.へH.Omura*, and T. Tanabe (2002. 7) 2-

Nitroethenylbenzenes as natural products in 

millipede defense secretions. Naturwissenschaften, 

89 : 308-310. 

Tanabe, T. (2002. 12) Revision of the millipede genus Para聞

fontaria Verhoe笠， 1936(Diplopoda, Xystodesmidae). 

調査研究事業 17

Journal of Natural History, 33 : 2139-2183. 

Omura, H.*, Y. Kuwahara*, and T. Tanabe (2002.12) 

トOcten-3-oltogether with geosmin: The new 

secretion compounds from a polydesmid millipede 

Niponia nodulosa. Journal of Chemical Ecology, 

28 : 2595-2606. 

〈植物〉

Syamsuardi*, H. Okada* and M. Ogawa (2002.12) A new 

varietyぱ Rannunculusjaponicus (Ranunculaceae) 

and its genetic relationships to the related species 

of set. Acris in Japan. Acta Phytotax. Geobot. 53 

(2) : 121 -132. 

・著書

〈動物〉

佐藤陽一（2002.11）魚の困った名前一差別的和名を

どうするか．青木淳一・奥谷喬司・松浦啓一編「虫

の名，貝の名，魚、の名：和名にまつわる話題j，東

海大学出版会： 172-191.

小池啓－＊.小野展嗣＊・町田龍一郎＊・田辺力

(2002. 7）小学館の図鑑・NEO「昆虫」．小学館， 207pp.

．一般著述（単行本・図書）

〈動物〉

大原賢二（2002.3）総合博物館の中の自然史．徳島博

物館研究会編「地域に生きる博物館J，教育出版セ

ンター： 135-157.

佐藤陽一（2002.3）博物館における生物の差別的和名

の使用一アンケート調査から一．徳島博物館研究会

編「地域に生きる博物館J，教育出版センター： 240-

261. 

佐藤陽一（2002.3）魚類．那賀川町史編さん委員会編

「那賀川町史，上巻」，那賀川町： 121-133.

〈地学〉

両角芳郎（2002.3）博物館の学芸組織に関する一考察．

徳島博物館研究会編「地域に生きる博物館」，教育

出版センター： 97同 107.

中尾賢一（2002.3）資料整理・登録の方法一徳島県立

博物館の地学資料の場合一．徳島博物館研究会編「地

域に生きる博物館J，教育出版センター： 225-239.

〈考古〉

魚島純一（2002.3）博物館施設における爆蒸をめぐる

課題と展望一特に小規模な博物館施設が抱える問題

を中心に一．徳島博物館研究会編「地域に生きる博

物館」，教育出版センター： 193-203.

〈歴史〉

長谷川賢二（2003.1）近世阿波の藍商人盛家の巡礼

資料．巡礼研究会編「巡礼論集2 六十六部廻国巡

礼の諸相J，岩田書院： 191-204.
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長在Jll賢二（2002省3)博物館における展示と

徳島博物館研究会編 f地域lこ生きる

出版センター： 262-282.

〈民信〉

庄武書；子（2002.3）第三章年中行事；第五章

法．那賀市町史編さん委員会嬬同f5賀市町

巻L徳島県那賀郡那賀川町： 754-791ラ 824～828.

雪量一毅著述（逐次判行物守その他）

〈動物〉

大京賢二・中峯浩司＊ (2002.12) 12001年の

一覧J.日本鱗題学会 e アサギマグラプロジェタト

「アサギマダラ年鑑， 2001Jp. 30-34. 

大原賢二・中峯浩司＊ (2002.12) 1日本列島～台湾に

おけるアサギマダラの移動記銀一覧（1980～2000

年）日本緯題学会 e アサギマダラプロジェクト編「ア

サギマダラ年鑑， 2001Jp. 35-44白

（慰）とくしま地域政策研

究所編タ穂高県環境現況基礎調査報告誓（平成13年

度寵島県委託調査に（財）とくしま地域政策研究所：

111 120十5861. 

佐藤陽ゐ・高楼弘明＠洲i事譲（2002萄 3)

産魚類＠徳島県版レッドデータブック掲載種検討委

会編「穂島県の絶滅のおそれのある野生生物 動

物編語、島県版レッドデータブックー〔普及版］ム

穂高県県民環境部環境局楯環型社会誰進課自

: 36-40. 

揚一（2002.5）フォーラム日可JIl・湿地における生

意系の保全・複元 その百標設定の考え方jコメン

ト：水辺生態系の保全＠複元自標は達成できるか？

と現実とのはざまで一．平成14年夏土木学会

四国支部第8

田博行＊．河部健士＊場佐藤陽一（2002.5）勝浦rn正
ダム上下流の魚類相とその生息環境ヨ平成14年度

土木学会西国支部第8回技指研究発表

集： 63164. 

月

建d活＊ー

陽一＊・倉田

(2002. 5）メダカに対するカダヤ

シの攻撃行動について．平成14年度土木学会西国支

部第 8田技指研究発表会講演概要集： 492-493

佐藤陽一（2002.8）魚、博士の吉野jIi魚、図鑑連載第6回：

トピ、ハゼ＼西国三郎吉野JI!, 12 : 9. 

佐藤陽一（2002.9）農村生意系と魚類．（出農村環境整

備センター編「平成13年度農村環境技術研修［生態

系保全（中国・西国ブロック）コース］テキストJ,

同農村環境整備センター： 1-24.

佐藤揚ー・岡部健士キ＠竹林洋史＊。藤田博行＊ (2002.10) 

河川性魚類の生息と物理環境要国との関係の解析方

旨集：？去の比較ョ 2002年度5

40. 

佐藤揚一（2002.12）ハゼってどんな魚？ふる～ぶ，

34: 5. 

(2003.01）魚薄土の吉野ノr!I魚図鑑連義第 7

：タモロコ，西国三郎吉野JI!,13 : 5. 

e 間部健士＊

「ダム水環境改善事業調査 a 河川環境諦査合併

調査委託報告書：勝j吉川 勝浦郡上勝可～勝浦町
可
1ム計

百

句

！

ム

／

t
＼

ト

信

ρ

か

一

通

a

・
デ
し

ム
瓦
ス
む

坐
v

の

ム

ホ

ろ

土

ど

間1hJ

一

B川
ザ

、

円
ぇ
U

〈種物〉

＠木下覚＊伺片

，小松研一＊＠植jヒちず子本＠水上敏夫＊（2003.3)

佐那河内村の植物相省阿波学会紀要第48号 佐那

〈地学〉

6) Our穂高の自然と歴史の発信基地

ざした総合博物館をめざして－.初等教

: 74 75. 

元山茂樹＊＠寺戸恒夫＊ .王子尾尚史不－

啓祐＊．橋本寿夫キ－中昆賢一.

三＊．香西

する地すべり地形と御

阿波学会紀要第48号佐那河内村

開設学会； 112. 

〈考古〉

高島芳弘（2002.12）徳島の遺跡50選 9詰山古墳群（石

井町石井）徳島新開， 12月15日朝刊．

高島芳弘（2003.2）寵島の遺跡50選時田

（小松島市田浦町）笹島新開＇ 2月16ヨ朝刊．

島純一（2003.03）高松市長埼鼻古墳

赤色顔料付着遺物の

ヱミー

115-117. 

〈霊史〉

長谷川賢二・生駒佳塩＊ (2002.心部落問題入門；部

をなくすために考えるべきことは何だろう

財団法人語島県同和対策誰進会編「展望 2002 

年度版」？財団法人徳島県同和対策推進会： 15-32.

長谷川賢二（2002図 12）三好郡の中世道と

三好郡郷土史司究会誌。（11): 3 8. 

長谷川賢二（2003.1 3）阿波圏 不思議のハコ；鳥居



と郷土史；遍路の季節．

月8日； 3月88朝刊J.
l J=l 11日； 2

長谷川賢二（2003.3）盟国選路史研究の課題をめぐっ

てョ鳴門教育大学「呂田道路八 i一八カ所の総合研究j

プロジェクト報告書 1. 「西国選路清究J: 27 44. 

〈畏俗〉

y生武憲子（2002.9）徳島県の祭礼山車u 四国民俗，（35),

盟国毘俗学会： 39-68.

庄武憲子（2003.3）控高県の盆棚；農村舞台複活への

活動；正月の年概；新刊紹介 日本藍染め文化協会

f日本の藍一伝承と創造j.徳

190. 

「阿波の自治J61 : 22 25. 

『笹島県漁業史上史窓，（33):

124-129. 

磯本宏紀（2003.3）カリサオ考一

での連榔調査から ．民具集積，（8): 35-45. 

(200,3. 3）道で結ぼれる空間 三

出の伝説からョ諒島地域文化研究， (1): 128 139. 

3）新刊紹介：徳島県文化振興封国民

会編

文化研究，（1): 188-189. 

の民｛谷j.

(4）学会＠新宮会等でお発表（＊印：館外研究者）

両角芳部（2002。10）県立博物館と「文化の森j建設

と評価。毘立民族学博物館主催博物語学国際協力セ

ミナー．

大原賢二（2003.2）アサギマダラの移動の記録、 2002

年の四国の記銭．日本鮭題学会四国支部第 8面倒会

（新居浜市に

佐藤陽一（2002.5）フォーラム「河川・湿地における

生態系の保全弓複元ーその目標設定の考え方」コメ

ント：水辺生態系の保全＠復元白標は達成できる

か？ 理想、と現実とのはざまで ．平成14年度土木

学会四国支部第 8回技術研究発表会（徳島）．

宙博行＊ー間部健士＊ .佐藤揚一（2002.5）勝浦J11正

木ダム上下流の魚類栢とその生息環境a 平成14年度

土木学会四国支部第8田技術碕究発表会（穂高）．

上月康問＊ー佐藤陽一－村上仁士場・花住｜湯ー＊－倉田

建悟＊。長地 ；ヰネ（2002.5）メダカに対するカダヤ

シの攻撃行動について．平成14年度土木学会四国支

部第8回技術研究発表会（語、島） • 
佐藤陽一・岡部建士＊＠竹林洋史＊ .藤田博行＊

(2002.10）河川性魚類の生息と物理環境要因との

設査請究事業 19

の解析方法の比較。 2002年度目

（松本人

－上月康男ij*. 

花住陽－＊古山崎敬生＊ .村上仁士＊ (2003.3）都市

近郊農業水路における魚類相とその変動について．

第羽田四国魚類研究会（高知）ー

花住陽一本・上月康男γ－佐藤陽一。田代｛憂秋お a 村上

(2003.3）農業用水路網におけるメダカの生

テンシャル評留について。第30呂田国魚類研究

会（高知人

田辺力・曽田貞滋ネ（2002.9）パパヤスデ属におけ

る陸雄間のコンフリタトによる交尾器形態の

化. El本昆虫学会第62回大会（富山）．

田辺カ（2002.11）多J豆類の分類と生麓．第47会田

国植物防疫協議会大会（穏島に

田辺力母曽田貞滋＊ (2003.3）パパヤスデ属におけ

る交尾器形態の進化： L~i主導の雌雄間軍拡競争の影

響．呂本生態学会第50回大会（つくば）．

曽田貞j設＊ • EE辺力（2003.3）交定器の多様化によ

る多発的種分化：ミドリバパヤスデ種複合体．日本

生態学会第50回大会（つくば〉ー

Tanabe, T”and T. 7) divεrgencεof 

genus Parafont丞riadriven 

5εxual conflict 12th Intεrnational Conヌressof 

（南アフリカラムツンジニλ
；拾本常男＊・小J11 誠＠中村卓造学（2002.9）日本産ノ

1）ウツギ（ユキノシタ科）の細抱地理．日本植物学

会第56＠］大会（京都）ー

JI l 誠（2003.3）情報システムの有効活用。 MML

研究会（小田原）．

中尾賢一（2002.8）地層と貝化石からみた干潟環境．

シンポジウム は生きて

いる一吉野川河口J（穂高）

JI I浩治 k ・中尾賢一（2003.2）日本産アワジチヒロ

類の系統進化と分類．自本貝類学会平成15年度

(2003年度）大会

(2002. 12）桂島県立博物館における銅鐸の

調査．第？回中，四国九州1f~存修復苛究会（広島）

長谷川賢二（2002.7）四国における学芸員交流の試みa

第25呂西百本人文系学芸員研究会（倉敷） • 

長谷川賢二（2002.11）中世後期における修験道組織

の一展開形態＠穂高地方史研究会例会（？恵高）

長谷川賢二（2002.12）薩麻駅と薩摩郷．第41回国間

中世史研究会（海部）

庄武憲子（2002白 8）徳島県の妖怪＠西国民俗学会（香

Ji!) 

磯本宏紀 5）伝承母体の再編一向山県真庭郡落



20 調査罰究事業

合同J吉の念仏揺りを事例として＼窓島民俗学会例

会（穂島）

磯本宏紀（2002.6）八丈島民J浴誌とその記述について．

語島地方史研究会例会（語島）

磯本宏紀（2003.1）語島県の潜水漁についてー穂高民

搭学会例会（穂高）

磯本宏紀（2003.3）カリサオ考．四国民具研究会合評

会（高知）

7 .研究会＠学会等の関鐘

争盟国民真新究会

間程日： 6JH4B 
会場：博物館講座室

参加者： 15名

争植物談話会

開糧日：平成13年4月～14年3月までの毎月 l回

開催（土曜日の18:30から）

会場：博物鎧実習室

参加者：毎回約15名

争徳畠地方史薪究会部会

開催日： 8月30日

会場：？専物館講座室

参加者： 8名

争巡礼新究会資料見学会

関i星日： 3月21日

会場： 1博物館講座室

参加者： 7名



21 資料収集保存事業

存事援襲
可診

臨
盤

2点

4点

489，点

14点

占
山
古
川
占
山
占
山
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川
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ト
川
上
口
山

路

8

n

1

2

7

6

1点

占
山
古
川

1
1
4
 

石臼・石杵（若杉山遺跡癌辺） 14点

土器・陶磁器・瓦 a 骨角器＠鉄製品（牟岐大島）

130，点

」白川
1
i
 

事動物

カダヤシ拡大模型

メダカ・カダヤシ小型模型

臼本のチョウ類標本

ツキノワグマほか晴乳類剥製・骨格諜本

場地学

外国産先ジュラ紀頭足類化石

マダガスカル産自亜紀前期アンモナイト

外国産中・古・生代アンモナイト化石

巨大白亜紀アンモナイト（レプリカ）

モロッコ産ジュラ紀アンモナイト

北海道及ぴ淡路島産後期白亜紀アンモナイト

外国産アンモナイト及びタコブネイヒ

事考古

入貫渡銅鐸＊

事璽史

東宮御成婚記念日本交通分県地国一其八穂島県 1

防空笠 3点

徳島藩役人書；j犬 2点

徳島藩士錦絵版画 2点

防火弾他戦時国民生活資料 2点

万字紋柄鏡 l点

武器二百図 1 

穂高県戦後復興資料 4点

阿波国板野郡田上郷廷喜2年戸籍写 1点

太万字紋柄鏡 1点

火縄銃・付随品 11点

マイクロフィルム版社寺取調類纂 68点

蜂須賀茂詔詩書 2点

争美樹工芸

若松鶏函・雪中海鴛驚図

鶴間渡辺尚輝筆

松j甫春挙筆

購入資料

石

倍
り

毘
重
一

事

2ヨ

l点

多数

l点

多数

1点

多数

4点

多数

50,000頭

多数

30点

多数

資料の収集と保存は、博物舘にとって最も基本的な

機能である。当館では開館以来次の 4つを基本方針と

して資料を収集している。

1 ）穂島の自然と人丈に関する資料のすべてを収集

の対象とする。

2）地域に根ざしたテーマを設定し、計酉的かつ集

中的な収集をする。

3）徳島の概要あるいは特性を担握するため、世界

を対象とした比較資料の収集をめざすc

4）一次資料のみならず、すべての二次資料をも収

集する。

資料の収集手設としては、採集・購入・寄贈ー交換

など様々な方法で行っている。学芸員自らが積極的に

収集しているほか、最近では、県民や宮公庁からの資

料の寄贈も増えてきている。また、資料の購入には美

術品等攻得基金を充てている。

収集した資料は、調査研究に役立てているだけでな

く、展示や教育活動、他の博物館や研究者への貸し出

しなどを通じて有効に活用している。

平成14年度は 5名（人丈2、自然3）の丈化推進員・

臨時補助員の補助を得て、資料の整理作業を進めた。

課築資料

暴動物

カワセミ

園i頼JIi産魚類

牟岐町大島産鳥類巣

那賀川水系間川産魚類

石垣島産シロハラクイナ

日本産多足類

ドブガイ

徳島県産水生半麹類

マレーゼトラップによる県内産昆虫

$植物

県内各地の標本

畿地学

勝浦町アゲノ谷産自亜紀化石

田本各地の更新世貝化石

事考古
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勝義氏

安信氏

後仁氏

房子氏

校

野

野

方

友

藤

西

藤

緒

住

ぴ古銭

寄託資料ヰ扇氏

氏

み
一
宏

九
ザ宇品

吉成

田訣u

西山保典氏

長谷川

真鎮

1 i:'王

3点

9点

げ

民

民

氏

氏

治

昭

治

夫

久

良

康

吉岡

貝出

ほか 2

j賓本

元木

3点

ガラス製氷j主

場！密史

飯尾常連奉書ほか

I！田山棟付接

寄箆強

初花天狗夕、作

祭礼沼馬具及ぴ衣装

警警美捕工芸

梅山水密ほか河野栄寿筆

四季LlJ水圏毘風

邦男.fl::
英伴氏

忠之氏

茂夫氏

賢一氏

覚氏

4点

愛媛県魚病指導センター

2 

瀬戸内海歴史民俗資料館

l点 JI!内北小学校

16点

アジア・アフリカ地域研究科

5台 J 11内北小学校

費し

審動物

スナヤツメ写真

吉野JIiカンド1)

メダカ・カダヤシ模型

スナヤツメ標本

キパナアマ

モダマ謹子＠

イネ科植物標本

よ

シマシロヤマシダ｛也

ヒゲネワチガイソウ

籍地学

門海峡海底産貝化石

下総層群長化石ほか

ピロウドタマキ 4 

大桑層産動物化石 2 

マダガスカル産アンモナイトほか 5

カモノアシガキfと石ほか 4点

アワジチヒロ化石 時点

クルミ化石 2 

日和佐町産沖積層良化石 l点

株）エイトコンサルタント

白亜紀アンモナイト

ツボミオオノてコ

オオムギ

ウシノケ

インドネシア産果実謀本

センノウ

オヒゲシノ育

資料「
h
v

守氏

浩氏

昭氏
浩 4 氏

誠一氏

日青明氏

勝浦

ツjレ

曾植物

ハルガヤ罵標本

レン装置

8点

神奈川県立生命の星地球博物館

高田

芳震氏

浩一氏

ホシクサ属標本

阿部近一日氏研究資料 35点

高知県立牧野植物菌

3点 株）サプライズ

大平馬喜太氏

植物写真

事地学

勝j吉町産出イグアノドン歯化石（複製）

l点和歌山県立自然博物館

穂高県産マンガン拡物など 8点 海南町立博物館

徳島県産マンガン鉱物など 8点

土成町郷土博物館

天羽利夫氏

竹篠教J居

七探 勝氏

阿南警察署長

三好博之氏

徳島県産マンガン鉱物など 8 

松茂町歴史民俗資料館・人形浄瑠璃芝居資料鎧

鉱物標本 5点

愛媛県総合科学博物館

2点

事考古

若杉山遺跡出土品

博之氏

常夫氏

康夫氏

自中泰平 氏

板東豊太郎民

福島英雄氏

長昌

14点

2点

4 

3点

l点

1 

毒参考古

前山遺跡出土埴輪片・

毒事寵吏

ほか

板碑拓本

拳銃

軍吊銃

防空用摺火バケツほか

旧日本軍陸軍大尉遺品

審民活

人寄せの道具

看板

2占

1点

l点

8点

22，点

l点大地

勝浦町産前期白亜紀オウムガイ l点板東

イデイモセラス（レプリカ）

l点金揮

アンモナイト I点吉田



24 資料収集様存事業

事分野部収蔵資料数 3月318現在）

内 訳
分 野 数

実 物 I レプリカ｜模型模写 丈 自主

動 物 （ 脊 椎 ） 565 
（無脊椎） 36,098 

（昆虫） 182ラ521

手直 守主 181,617 

地 学 7,138 

考 古 3,363 

歴 史 8,704 

民 ft: 4ヲ704

工 芸｜ 5,101 

言十 445,811 

LlJ域町石の博物館

復元青銅器・石議 26点 路神中学校

若杉山遺跡 D8区出土土器 開山真知子

恵解山台号墳出土珠丈鏡ほか青銅鏡、鉄製武器など

19点穂島市教育委員会（徳島市立考古資料館）

郡塁廃寺出土瓦 1点

満濃町教育委員会

内ノ御田瓦窯出土瓦ほか瓦ー土器類 24点

穂島市教育委員会（窓島市立考古資料詰）

事璽史

穂島大空襲関係資料 37点 小松島中学校

議島大空襲関係資料 37点

穂高大空襲関捺資料 37点 Jl i内中学校

戦争関係資料 72点 由岐町青年会

争美荊工芸

越前田白山真景図 守住貫魚筆

l点 石 川

みとものつら絵巻

2 社団法人霞会館

刀 間ナトi住氏吉lまか 。 海南町立博物館

争畏俗

静御前義経千本桜初代天狗久作ほか

5居資料の交換

事植物（受入数）

福島大学（FUKU)

北海道大学（SAPS)

4点徳島市立徳島域博物館

Oregon State University(OSC) 

105点

87点

252点

16,491 55 13 6 
36,040 。 58 。
182,121 。 につ) 397 

181,270 61 5 281 

7ヲ044 92 2 。
3,218 13 59 

7ヲ919 23 J 758 

4,694 ;) ド 5 。
5,092 。 d 5 

443,889 309 107 1,506 

7，館蔵資料数

平成14年3月末日現在の分野別収蔵資料数は前表の

とおり。

収蔵資料については、整理、標本作製等がすんだも

のから順次コンピュータ入力し、資料データベースを

作成している。

g盟資料収集委員会

館長の諮問に応じて博物館における購入資料につい

て審査する機関として、博物館資料収集委員会が設置

されている。本委員会は、「美術品等取得基金による

美術品等の取得要領jの規定に従って、 200万円以上

の購入資料について審査する。

委員は常任委員（ 5名以内、任期 2年）と特別委員

(3名以内）から構成されており、特別委員l土、

毒事博物舘資料収集委員会委員

( (Q)委員長、 O副委員長）

氏 名 役職（専門分野）

。高橋 啓

! O石田

坂本

福原

米j畢



資料に応じて特に必要がある場合にその都度委嘱され

る。

本年度は、平成15年2月4日に第16回委員会を開催

し、「 1.購入資料jにリストした人文資料2件の購

入を諮問した。

9 .文献資料の収集

文献資料から得られる情報は、調査研究にはもちろ

んのこと、展示や普及教育などの博物館活動全般にわ

たるレベルアップをはかる上で不可欠である。当館で

は、人文・自然史分野の専門書や学会誌のほか、徳島

県を中心とした地方史誌類や普及教育用図書も収集し

ている。また、内外の博物館等の研究報告・年報・展

示解説書等も交換により収集している。

・購入図書冊数（データベース登録数）

11,241冊（平成14年度分 419冊）

・購入雑誌

自然史系（26タイトル）：生物科学、科学、日経サ

イエンス、海洋と生物、月刊海洋、遺伝、プラン夕、

月刊むし、昆虫と自然、地学雑誌、月刊地球、 American

Journal of Botany, Cladistics, Episodes, Evolution, 

Geology, Journal of Evolutionary Biology, Journal of 

Paleontology, Nature, Paleobiology, Plant Systematics 

and Evolution, Science, Systematic Botany, The 

American Naturalist, Trends in Ecology and Evol., 

Biological Journal of Linnean Society 

人文系（34タイトル）：美術研究、美摘史、イ弗教芸

術、地方史研究、地理、芸術新i朝、芸能史研究、月刊

考古学ジャーナル、月刊文化財、月刊文化財発掘出土

情報、季刊考古学、考古学と自然科学、古文化財の科

学、古代文化、古代学研究、国華、古文書研究、考古

学研究、考古学雑誌、九州考古学、民族学研究、日本

の美術、日本民俗学、日本歴史、日本史研究、歴史学

研究、歴史評論、歴史と地理、歴史地理学、史林、史

学雑誌、信濃、 Folklore,Journal of American Folklore 

・当館刊行物の定期発送先（平成15年3月末現在）

博物館ニュース 1,436ヶ所

博物館年報 499ヶ所

研究報告 国内 544ヶ所

国外 153ヶ所

展示解説

企画展図録自然

人文

241ヶ所

134ヶ所

238ヶ所

資料収集保存事業 25

10.資料の爆蒸

収集した資料、貸し出し後返却された資料は、原則

としてすべて収蔵庫への搬入、展示に先だって爆蒸を

行う。

当館では資料の形態や量などによって、次の3種類

の爆蒸を行っている。

．減圧爆蒸装置による爆蒸

小型資料の爆蒸は、資料の受け入れのつど、担当学

芸員が減圧t黒蒸装置を使って行う。減圧；槙蒸装置の有

効内寸は、たて130cm×よこ120cm×奥行140cm（約

2.3rrl）で、爆蒸剤には臭化メチルと酸化エチレンの

混合ガスを使用している。

14年度は14回の減圧爆蒸装置による爆蒸を行った0

・常圧爆蒸庫での標蒸

減圧爆蒸装置に入れることができない大型の資料

は、一時保管庫（24時間空調）に仮収蔵し、資料が適

当な量になった時点で常圧爆蒸庫で懐蒸する。

常圧爆蒸庫は床面積20rrl×高さ 3m （約60rrl）であ

り、爆蒸は文化財専門の嬬蒸業者に委託し、爆蒸剤に

は臭化メチルと酸化エチレンの混合ガスを使用してい

る。

14年度は、 4回の常庄慎蒸摩での爆蒸を行った0

・収蔵庫の全室密閉爆蒸

収蔵庫への出入りなどにともなって、害虫やカピな

ど資料の保存に悪影響を与えるものが侵入することが

ある。そのために、原則として3年に l回、専門業者

に委託して収蔵庫の全室密閉慎蒸を行っている。

14年度は、生物収蔵庫、歴史民俗収蔵庫（思｜｜化室、

特別収蔵庫 l、2を含む）、及び考古収蔵庫の全室密

閉爆蒸を実施したが、臭化メチルと酸化エチレンの混

合ガスを使用しての爆蒸が次回に実施できるかどう

か、現時点では不明で、ある。
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63人
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69人
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29A 
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磯のいきもの①

いきもの②

んさつ

ヲi田
由岐町、な

5月12B （日）

5月26日（巨）

6月9日（臼）

7月28日（ヨ）

3月3B 

8月4B （ヨ）

9月14B （土）

9月22日（日）

10月6日（日〉

13ヨ（ 6) 

11月178（ヨ）

3月上6日（日）

蕃亙
d管

重量ミュージアムトーク

土曜日の午後 l詩30分から 1時間ほど、

自のF研究テーマヤ身近な話題について話をするシリー

。申し込み不要 e 定員先着50名で実施している。

5月11百（土） ちょっとマニアックな貝

R
＼

R

ヘ、

t

ノ

ノ

日

お

8

5

7

319人

42人争

昔の人々の生活に関係のある体験を通じて、ものの

性蓑や当持の人々の生活の知恵を学ぶシリーズ。

4月278（土）石オ／をつくろう 参加者

5月2B （日） 江戸時代の農民の主食；／麦ごはんを

べてみよう 24人

7月21B （出火おこし① 31 

8月24日（土） 火おこし② 25人

9丹28日（土） 土器づくり①（成形） 33人

10月26日（土） 土器づくり②（焼成） 34人

11月246（土） 石のナイフで理ってみよう 1.3人

7 El （土） ベーゴマをまわしてみよう

15日（ B) 古代の乳製品をつくろう

3月 1日（土） 勾玉をつくろう

り

ヶ原合戦と

古代のわざ

渡辺広輝の

八丈島のな！？わいと

種と実のはなし

7月13日

9月14日（土）

12月比日（土）

1月25日

2月8El （土）

を調べる会Jは、毎年8月下匂に行う

学芸員のほか8名の外部講師の応援を

単に名前を教えるだけにならないで、

る姿勢で取り組むよう留意している。

んさつ 16人

こどもレプリカ教室 49人

重量室内実習

に実習室で行う

じて実体顕搬鏡、電子顕徴鏡三

赤外様テレピカメラ等の機器も

いる。

「標本の

の行事で、

得て実施した。

いっしょに

4月28日（日）

8月36 （土）

してま

36人

17人

4人

29人

22人

町並みる建造物などを

藤監史散歩

の主な

わるシリー八 O

5月四日（呂） 古墳見学①

6月16B （司） 控須賀家の墓をしらべよう

9月8百（日） 脇町を歩こう

11月10日（日） 辻野を歩こう

2月15日（日） 古墳見学②

3月23臼（日） 国府町歴史ウオーク
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コメ

イモ

8月116（ヨ）

8月188(8) 

のヤス本十と3月24El （土）16人

8月256（日）

9月 18 （日）

事企喜i震
11月3B ( B) 

：文化の森イベントホール

人

人

目

H

8

植物標本の作り

かんたん会貝

標本の名前を

と

落ち葉のいきものたち①

ち葉のいきもの②

美病品の取りあっかいと

8月108（土）

8月18日（ヨ）

8月23呂（金〉

10月20日（日）

：月19司（ B) 

2月9B (B) 

3月2ヨ（B) 

3月9ヨ（ヨ）

襲撃移動講座

として、学芸員が講師をつとめで

と共龍で行う講座。 14年度は 5～

1～ 2月に井JII町ふるさと

参加者：

噂企塑農「吉f去のわざj

208 （日）

ヒグ
是主

: 136ノ＼

47 

50人i可波忌音；3の世界②

阿波忌部の世界①

河設忌部の世界②

ら月に

ンターで実施し

5月26司（日）

6月238（日）

1月26日（臼）

2月23B（日） 27，入、

雨天

6人

と黒濃の

1む入
a 良心カニ

9人

ユ6／人

18人

9 

つ

λ
，
ノ
￥
勺
ノ

J 

Jllに咲く植物を

JI lに咲く植物を

く花を

襲撃みどりの探輪競

4月21日（日） 春の那賀川に咲く植物を

中止

8月176

9月298（日）

中止

278 （日） JI lの河口

、遊びの要素を取り八い1」 プヰ 凶 O

葉脈標本できれいなしおりを作ろう

「古托のわ

第 1罰： 10月13日（日）

2@]:11月4ヨ（月）

＇） ゴマをまわそう

をつくろう

ウツギの首づくり

竹であそぼう

襲撃みどりの工作縁

自然の材料

8月256（日）

11月2日（土）

12月lB （日）

2月2日（日）

2月16日（日） 参加者29人12人

霊童企画震調連行事

企画展開催中に、

行った。

母企画展「員化石が語る海の記z樟」
第 1[ill : 4月14日（日） 参加者60人

2田： 4月28日（日） 参加者20人

命企画震［海道をゆく一黒i轄のはこんだもの

トーク

7月28日（日）

Eコリアン

霊童特別陳列関連行事

毒事特別欝予ur丹譲マン

7月68 （土）

展示解説を会及の

参加者48人

覇巡礼研究講濃会「四国遍路と

3月228（土） 参加者173人

会場：文化の森イベン i、ホール

窯j朝

隆起を続けるサンゴ礁の島一喜界島

17人

6人の道植物の目から見8月4B （日）
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霊童クイズラリー

第2・第4土曜日（祝吉を除く）に、小，中＠

高校生を対象にクイズラリーを実施している。この行

事は、常設展の活用と入錯者の獲得を目的に始めたも

ので、参加者が展示資料に関する簡単な問題を解きな

がら観覧することで、新しい発見につながることを期

している。参加者全員に簡単な記念品を鰭呈してい

る。

4月13日 200人 194・中 5・ 3) 

4月27日（土〉 138人（小 128・中 9・ 高 l) 

5月11日（土） 107人 （小 103 ・中 4・高 0)

5月25日（土） 110人川、 105・中 5・ 高0)

6月8B （土） 196人 185・中 11・ 。）

ち月22日（土） 116人 105 ・中 9也高 2)

7月13日（土） 123人 （小 119 ・中 4・高 0)

7月27日 s：，中 3・高 1) 

8月10日（土〉 121人 （小 112 ・中 9・高 0)

8月24日（土） 86人（小 76 ・中 8・ 2) 

9月比日（土） 167人（小 158・中 9・ 高0)

9月28日（土） 67人（小 63宮中 4・高 0)

10月12日 （小 116・中 5・ 2) 

26日（土） 114人 llO a 中 2・高 2)

11月9日（土） 88人（小 84・中 2. 2) 

12月日日（土） 115人 （小 115・中 0・高 0)

1月日目（土） ？も人 70・中 2・ 3) 

：月25司 〈小 74 ・中 l丞高む）

2月8日（土） 102人（小 106・中 2・ 高2)

2月228（土） ｛、Jii、 68 ・中 3・ 。）

3月8B （土） 104人 101・中 3・ 高 0)

3月22日（土） 65人〈小 62 ・中 2・高 1) 

参加者合計 2,449人（小2,329・中101・

重量そのイ告の善友行事

争博物宣言こどもの呂フヱスティパル

5月5日（日）

博物館と友の会の共擢でウオークラリーを実施し

た。文化の森に10のチェックポイントを設置し、そ

ぞれの問題を解きながら各施設をめぐる。

の子どもたちには記念品を贈呈した。

参加者： 1,195人

2萄講師渡遣、テレビ s

j嚢等
オへの出

らの依頼を受けて行った講師派遣、テレピ・

ラジオへの出演等を、月日，担当者・内容（依頼者）

のJ!I買に記す（内容に依頼者が表現されている場合は長

頼者を審理各）。これらも広義の普及教育活動につなが

るとの観点から、業務に支障のない限り依頼を受け入

れることにしている。

4月11日 茨木靖 NHKテレぜ「情報交差点ーネ

イチャー徳島j出演（モダマ）

4月20日 長谷川賢二 三好郡郷土史研究会総会で講

f三女子郡の中世」（池田町保健センター）

8月6日 出辺力 NH瓦テレビ「悟報交差点ーネ

イチャー簿島j出j嘉（ゲジのはなし）

7月21日 中尾賢一 日本野鳥の会窓島支部「沖掛j海

岸観察会j

8月9日 長谷川賢二城北高等学校職員人権教育研

穆会で、講演「博物館における展示と人権」

9月26～27日佐藤陽一制農村環境整嬬センター

「農村環境技術市修j講師（海部町）

9月288 長谷川賢二 ヒストリーチャンネjレ（CS)

「ものの径のすむ国（後編）J
10月18日 佐藤陽一 阿南市中野島総合センター「田

JI Iの生物観察J講師

10月18自 NHKテレど「情報交差点ーと

くしま OURギャラリーj出演（企画展「古代のわ

ざ」結介）

11月14日

寸チャ－

11月15日

一 NHKテレビ「i育報交差点ーネ

（アサギマダラ 3 ) 

NHKテレピ i情報交差点ーネ

（オニグルミ）

土木学会呂田支部「技術講

会J講師（穂高大学工学部）

11月16日 佐藤陽一 国土交通省四国地方整備局「世

界子ども水フォーラム in 講師（吉野川ハイ

ウェ イオアシス）

12月4日 魚島純一 四国放送ラジオ「えんやこらワ

イド NTTDOCOMO f詰角レポートj出j賓

史体験？ベーゴマをまわしてみようJ紹介）

12月5El 中尾賢 s NHKテレど「情報交差点ーネ

イチャー徳島j出演（鳴門海峡の貝化石）

1月17日 佐藤陽一牟岐町産業課からの依頼による

牟岐J!Iの魚道視察

1月23日両角芳郎 NHKテレピ「情報交差点ネ

イチャー癒島j出演（阿讃山地の化石）

2月4司大構俊雄 NHKテレピ「情報交差＇＇

ギャラリーJ出演（特別陳列「楠コレクショ

ンの美術。歴史資料Jの紹介）

2月6日 中罵賢一 NHKテレピ「情報交差点ーネ

イチャー徳島j出演（ハイガイとその化石）

2月8日 魚島純一四国放送ラジオ「土曜ワイドと



午後（13.的～1告：oo)

｜！？竺ン三！？！ ？：比一： 訂ート記入物館の運営！こついt （両：宅） 員 j良化石標本の作成〈中E S琉 ！ 

舘内見学（大構） 全員 ト植物襟本の作成と整理（茨木） C班 I 

貝化石標本の作成（中尾） A班 i窪史資料の整理（山J11) A琉 ！ノート記入

民具資料の撃退（正武） 8斑 i民具資料の整理（庄武） 8斑

昆虫採集と標本作成｛大原） C班 ｜昆虫採集と標本作成｛大原） C班

くしまJ出演（ベーゴマについて）

2月12日 長谷川賢二 時和問題に取り組む穂島県宗

教者連帯会議代表者研修会で講演「部

信＠ケガレ観念のあいだ」（ホテル子秋開）

と

3趨博物館実習生の受け入れ

博物館実習は、博物館法施行規則第 1 口
四
月宝山学

となる資格を取得するために「大学において修得すべ

き博物館に関する科呂jと規定されているもののひと

つで、登録博物鐘または博物館相当施設における実習

で修得することになっている。

当館では、大学からの依頼により原則として県出身

の学生を受け入れることにし、夏休み期間中に実習を

行っている。 4月 1B～ 5月日日が受付期間で、希望

者が多い場合は調整を行い、 20数名をめどに承諾書を

発行することにしている。

平成14年度i土、 8月19～2.3日に実習生の受け入れを

行った。実習生は25人（男 2入、友23人）で、大学別

の内訳は次のとおりである。

四国大学

寵島大学 4人

高知女子大学 1 

神戸学院大学 1 

徳島丈理大学 4人

愛媛大学 1 人

1 ノ九

神戸女子大 1人

カリキュラムは別表のとおりで、指導の都合上二、少

人数のグループに分割した時間帯もある。学芸員と普

審判年震博物舘実習カリキュラム

月／El

8/19 （月）

8/20 （火）

醤友教育事業 29 

にあたり、資料の整理や調査などにつ

つTこ。

4医学校教曹との連譲

博物館ではこれまでにも、学校行事（遠足等）での

団体、見学の受け入れや児童ー生徒i却すの各種普及行事

などを行ってきた。しかし、最近の教育改革に伴う

校完全週5日朝やはま合学習jの導入、社会人講部の

受入れ等々と関連し、博物舘等の社会教育機関に対し

てもっと議接的な学校教育への支援が要請されるよう

になってきた。

は本来、実物資料に基づく体験的な

きる場であり、学校教育にとって役立つところである

はずである。当館としても博物揺のもう資源（もの＠

情報。人）とその活用法を普及するとともに、

系統的に学校教育を支援する活動を行っていくことに

している。

・ 13年度には「博物館と学校とのj童謡に

（略称「i寧学連携研究会J）を組織し、

との連携のあり方等についての協議を行って

きた。それを踏まえて、 14年度は各支援事業を発展さ

年度末にはその成果を教育利用説明会で発表した。

( 1）学校の謹業での博物舘利用へ

理科や社会科の授業、「総合学習jで、の活動と関連

員全

8/21 普及行事の準備（魚島） A斑 i普及関係業務〈よ野ー坂本） A斑 11ート記入金員

美エ資料の整理（大橋） 8斑 ！普及関係業務｛上野・坂本） S現

i普及関係業務（上野坂本） C班 i普及行事ー展示企頭演習（田辺） C斑

8/22 （木） ！美エ資料の整理（大橋） A班 l淡水魚の謡査法〈佐藤） A斑 iノート記入 全員

植物標本の整理と行事準備。J1J11) B班 患遺物標本の整理と行事準備（ij1Jll) 8班

博物館の環境管理（魚急） C班 し美工資料の整理｛大橋） C班

8/23 ノート記入

判！
1
J

標本の名前を調べる会（田辺） M妊 j標本の名前を調べる会（田辺） A!妊
’E 2・司ー

大森荒神社貝塚の資料整理（高島） 8］史 上大森荒神社員塚の資料整理（高島） 8班

lj歴史資料の整理〈長谷川） C班 ！歴史資料の整理｛長谷j11) 

ム： 8人9 8:8人， C: 9人

Cl1I 
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して、クラスやグルー

えてきた。

なく必要に応じ

が助言するなどの支援

に当たっては、

を見てもらっ

った。

（勝浦町） 5年生 e

で、勝浦町の歴史を調べるために鎮の展

示を利用した。資料について学芸員から説明 てコ

たっ（担当者： wm)
2 8 

9月：：日（7j¥',)

（金）

,, 
I) 

45名

1日自に？事物宣言の

が課題を

をもっている

につい

：中尾）

のテーマとして取り上げている「太鼓づ

くりJについて謂べるために来錯。（担当者：

ni) 

③早稲 高等部2年生.5人

12月20日 （金）

（地域調査）九意

（担当者： WJI!)

についての調査j

②加茂名 市） 2 。13

11月22日（金）

アイヌについての聞き取り調査のために

当考：庄武）

。（担

の議持議遣〈出詰；j受業）

らの依頼にちじて、学校での授業に学芸員を

派遣した。授業では教員と協同し、持参した博物語資

を活用するなどLてち児童，生徒の理解を助けるよ

う工夫した。

①八万南小学校（語；島市） 5月lB （水） ・ 2 8 （木）

6年生3クラスで社会科の学習「火おこしjの授

を、博物語から持参した火おこしの道具を使って

と協同して行、った。（講師：魚、島）

八万南小学校での火おこし

②大松小学校（語島市）

6年生2クラス

5月106 （金）

墳について）」の授業を行った。

③国府小学校（摺島市） 6月24日

4年生140名で用水路における

った。（講師：

人々のくらし（古

話事：高島〉

（月）

の生息調査を

④池田小学校（池田町） 7月2B （火）

5年生70名にメダカの観察の仕方を講義しその後

ピオトープ予定地において実地指導を行った。

師：

大原）

（神山可） 7月15日（月）

を対象にして、総合学習

をもとにした水萱の判定を

⑤Ji l 内北小学校（徳島市） 11月1日（金）

4年生90名に総合学習「ことの中のいきものを調べ

ようjの授業として土壌生物についての説明を 円
一ノ

た。（講師：田辺）

⑦木頭小学校（木雲村） 11月278 （水）

1・2年生18名を対象に落ち葉を利用したカ jレタ

づくりを実施。また、 6年生17名を対象に地層の授

業を実施。（講師：小J11 .中尾）

③宝白小学校（阿南市） 12月4日（水）



フド頭小学校でのお前授業葱景

ら

F、
ついて詰した。（講師：中／宅）

②板野東小学校（板野町） 2月148

について

（火）

について授業を実

に国語「たぬきの糸車Jで、実物の

し、その費用方法などについて話したっ

（講師：庄武）

¥j 

学校の授業等で活用してもらうため、平成10年度か

ら博物語資料の学校への貸出しを行っている。

出用資料 1）ストを学校に配布して利用を呼びかけてい

必要に応じ

①北小松島小学校（小松島市） 4月276

貸出資料：復元青銅器（銅鐸、銅剣、銅矛、銅文）

利用百的：社会科の授業で利用

②臼和佐小学校（日和佐町） 5月4B～5月11日

貸出資料：火おこし道具一式

利用目的：社会科の授業で利用

③上勝中学校（上勝、可） 6月8日～ 6月四日

貸出資料：石畿 a トロトロ石器＠須恵、器・複元青銅

器・火おこし道具

利用目的：

：メダカ・カ

利用呂的：

用

②JII i有中

費出資料・

利用自

⑮Ji i 

貸出資料：

（貞光町）

こし道具

目的： 5, 6 

職場1本号室の

31 

8月：28～ 7月19臼

る月188～ 7月58

ネル s 同写真パネル岳

守二yレ。

を考えよう」

9月10日～ 9月288

の時間に利用。

12月11B～12月218

に私自0

2月22毘～ 3)=318

。

中学校ー高校での職場停致事業の受け入れを行い、

に博物館業務を体験してもらうことによって、

物館に対する認識を高めることができた。

①八万中学校（｛恵島市） 9月10日～ 9月14日

3名 総合学習の一環として実施。

②加茂名中学校（fe島市） 10月1B～10月3日

4名 文部科学省：豊かな体験活動推進事業の一環

として実施。

③城南高校（穏島市） 12月13日

2名 県インターンシップ推進事業

④域／内高校（徳島市） 12月16日～12月17日

0 
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(5）教員 の研鋒

島県教育委員会等からの舷頭によ仏教員対象の

研修会を当鎧で実施し、当館職員が指導に当たった。

①海部郡小学校理科教育研究会

6月1ヨ（土）博物舘パックヤード 参加者11名

見学：収蔵庫等の博物館の裏側見学（案内：大原。

坂本）

②平成14年度初任者研修講座

8月23日（金） 21世紀舘会議室参加者29人

講義：博物館の視要及び学校教育と

両角）

について（講師：坂本）

館の裏1目li見学（案内：大原。魚島。上

③徳島県中学校社会科研修会蔓期巡検

8月278（火）博物館講座室参加者20人

見学；収蔵庫等の博物館の裏側見学

企画展の展示解説（案内：魚島・上野）

④徳島市小学校総合学習部会研修会

10月：7日（本）博物館実習室参加者35名

講義：？専物語と学校教育との連携について（講師：

坂本）

実習：秋の草と実（講師：茨木）

⑤名西郡中学校理科部会研修会

10月258（金）博物館パックヤード参加者10名

晃学： 11又蔵庫等の博物館の裏側見学（案内：大原・

坂本）

博物館の教曹利爵説明会の実施

「博物館と学校と に関する研究会jを過去2

年間開催し、議論を重ねてきた。今年震は授業に役立

つ博物館の利用方法を紹介するとともに、今までに博

した学校教育支援事業の成果を発表するた

めの教育利用説明会を実施した。

事告時 2月1日

畿内容

13: 00～16: 30 

く授業に役立つ博物館利用法〉

－県立薄物館の学校教育支援事業について（講師：

坂本）

ーインターネットを利用した博物館構報のj苦痛につ

いて（講師：小JII) 

く貸し出し資料の農宗と説明〉（各学芸員）

くi専物館利用実践例の発表〉

3 博物館を利用した授業を通して（八万富小学校

河野

号出前授業「地層の学習jを通して（木頭小

弘治）

a 貸出資料「穂高大空襲jを利用して (Ji！内中学校

小原伸二）

<i事物館裏錦見学〉（案内：魚島・

場参加者

(7）そ

博物館での授業、講師派遣、資料の貸出しに限らず、

学校の授業やクラブ活動等で自然観察、生活体験、

史学習等をしようとする場合、どんなことをしたらお

もしろいか、どんな資料が活用できるかなどについ

て、学芸員が博物館での普及行事等の経験を踏まえて

教員の相談に応じることにしている。

5 .博物語の法報活動

ニュースをはじめ、企画展ポスタ一、年間催

し物案内リーフレッ九月開催し物案内等を定期的に

幅広く配布することにより、博物語活動の PRにつと

めている。これらは県庁記者クラブを通じて広報する

ほか、報道機関やタウン紙編集室などへも直送してい

る。また、必要に応じて報道機関への資料提供を行っ

ている。さらに、電子メールを利ノ弔した催し物案内サー

ピスも行った。

事博物館ニュース、ポスター等の主主車内定期発送先

236カ所

中学校 96 

高等学校 a その他学校 61 

学会・研究所 e 同好会等 100 

県および県教育委員会各課・機関 59 

市町村教育委員会 50 

公民館.i確保舘 237 

市町村および大学園警館 33 

博物館施設 441 



指泊施設

報道関保機関等

重量童子メーんサーピス

43 

69 

査録者 393人（平成15年3月31日現在）

事報道機関への資料堤｛共

毎月の催し物案内・県庁だよりや美術品等京得基金

によヮて 8月末、 11月末、 3月末に購入した資料の

容についても資料提供を行った。

4月208 「博物鎧こどものヨブエステイパルjの

信iについて

6月4日 特別陳列「丹波マンガン鉱山の記録一在日

コリアンの労働史－Jの開催について

6月4日 部門麗示 f諒山古墳群の発掘調査jの開催

について

7月16日 企画展「海道をゆく 黒潮のはこんだもの

-Jの開催について

2月10日 部門展示日日らせる道具・広告Jの開催に

ついて

10月2臼 企画展「古代のわざjの開催について

10月25日 移動畏「昆虫の世界Jの開催について

11月29日 部門展示「石垣島の民具」の開催について

1月15司 特別棟列 f楠コレクションの美術・歴史資

料jの開催について

3月11日 巡礼研究講演会「西国遍路と六十六部」の

開催について

5調博物語友の会

事会員（平成14年度末）

個人会員（年会費 2,000円） 112人

家族会員（年会費 3,000円） 81組ー 312入

賛助会員（年会費10,000円） 1人

事設員（平成14年産）

会長：寺戸恒夫

副会長：両角芳郎（博物館長）＠和田賢次・関異由子

幹事：石原信・徳山量・多田精介・樫原剛一.

南部洋子・木 F 覚.i事祥二朗ー大杉洋子

監査：森本震滋.JI I下浩子

事事業

①博物館出版物の増刷ー頒布

↑専物館発行の企画展図録および

を千7命つたO

②広報活動

13年度会員に対し、博物館ニュース、企画展チラ

シ、月間行事案内、年間催し物案内などを送付した。

普友教育事業 33

また、友の会会報「アワーミュージアムjNo. 16～ 

18を発行し、会員に送付した。

③企画展・特別陳列説明会

企画展「異化石が語る海の記憶ム「古代のわざJ、
及び、特別陳列「丹波マンガン鉱山の記J信一在日コリア

ンの労働史jの間程期間中に、会員を対象とした説明

会を行った。

④野外活動等

会員を対象とした行事を10＠］実施した。

。こどもの日フェステイパル (i専物語と共催）

文化の森全体を使ってウオークラリーを実施し

た。近代美術館や丈書館の協力も持て10のチェッ

クポイントをめぐった。参加した小学生以下の子

どもたちには記念品を進呈した。

日時： 5月5日（日） 9 : 30～ 16: 00 

場所：文化の森総合公園及ぴ各施設

参加者： 1195入

0気になる木を探そう

日時： 5月15日（日） 13 : 00～16: 00 

場所：博物館

参加者： 4人

O第 7屈冨瀬川探検

日時： 6月16日（呂） 9 : 00～15: 00 

場所：佐那河内村根郷から嵯織まで

参加者： 17人

。秋の研修会 「小豆島j

日持： 9月8B （日） 7 : 00～19: 00 

所：香川県小豆島

参加者； 42人

。第8回菌瀬JI

日時： 10月27司（日） 9 : 00～15: 00 

場所：佐那河内村根郷から宮前まで

参加者： 9人

園瀬JII探検
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0冬の研修会

呂 時 ： 11月初日（土）～12月 1a （日）
場所： i笥山県高梁市飽

参加者： 28人

13: 00～15: 00 

参加者： 1υ、
。七輪で鍛冶崖さん

日 目寺： 3月168 （日） 13 : 00～15: 00 

所：博物館実習室 a

雨天のため中止

。第 9居間議J11捺検

日時 ： 3月30日（司） 9 : 00～15: 

場所：佐那河内村宮前から府臨まで

7函

豊富博物宣言莞学ノート

3版発行、 B5判56ページ

を高めるのに

用する

成されたワークシート形式のテキスト。 1992年 3月31

日に初版発行して、今回第3販をL000部印刷した。

利用方法は多様であるが、主に遠足等で来舘しワー

クシートでの学習を行う学校に配布している。

重量博物語ニュース

品紹介、

ックス、レファレンス Q&A、普及

ら1葺設されている。 A4判・

8ページ（全ページカラー）でι000部を印刷してい

る。

平成14年度には次の4 した。また、 ' F仁三 』ー、

ムページでも公開している。

争No.47 (2002年 6月15日発行）

Club 春、を知らせる年中行事一徳島県の

太々神楽一

新i自信長あいさつ

企画展 海道をゆく黒識のはこんだもの

友の会活動紹介菌濃Jli

番No.48 (2002年 9月13日発行）

Cultm喝eClub 徳島藩の蒸気掛セントロイス

など購入の顛末

ックス i 穂高県地学ガイド」

企璽展

海岸でクルミを拾う

レファレンス金金A 多樋式・課題式銅剣は

とどこがちがうの

49 (2002年12月1B 

絶j威から

今出

補コレクション

以西用水の魚類

レファレンス Q&A ！六十六吉むとはイ可ですか？

寄付。酉50(2003年3月258

Culture Club 生きものへの二つの護し

イトー

レブァレンス ハチ 昆虫ですか？

1年間の普及行事予定を した B4判 4つ折の

リーフレット。 14万部印税し、 9 中。

全員に配布した。 一ーニL』ー

スとともに発送するほか、展示室入り口に量い

に自由にとってもらったり、普及行事の参加者

したりしている。

月間穫し物案内

の普及行事の実施要領、甲し込み方法等の案

内を却制した B4のピラ。報道関係機関等に

るほか、来語者にも提洪している。

事博物語引率の手引き

学校の遠足などの利用に役立つよう、博物館の入

、見学に当たっての留意点、観覧料減免中

きなどについて説明した印刷物。年度初吟

内各学校に送付している。
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長谷川賢二（歴史）

島純一（考古 e 保存科学）

庄武憲子（民俗）

（畏搭）

賞

弘

浩

芳
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（文化推進員 l） 
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松本

(3）人事異動（平成15年4月：日付、カッコ内は前職）

：：米益麻支（平成：5,3 ,31退職）

転出：坂本和裕富田小へ

転入：斉藤修一

吉東謙司

臨時補助員

4月1日現在）職員名簿

長

長

（小松高中教諭）

－専門学芸員（主任学芸員）

憲子。主任学芸員（学芸員）

泰之・学芸員

一

一

彦

修

忠昭本村

新採：辻野王子く利

謙司
(4）平成昨年震非常勤 e 議時襲議員

構文化推進員（非常勤特別職）

島さなえ（平成12.4. l～15. 3. 31) 

坪内千恵（平成13. 1. 1～ 15. 3.31) 

騎馬貴子（平成14. L 9～15. 3. 31) 

松本絵梨（平成14.4. 1～ ） 

曾臨時捕助墨

北JI! 美紀（平成14.4. 1～15. 3. 31) 

柳本和美（平成14.4. 1～15. 3.31) 

（平成14.4. 1～15. 3. 

武内

才子藷ゆかり

小JIIまどか

順子

和恵

奈々

由美
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大西恵理子

本
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X
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ゥ
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〈自然課〉

自然課長

副

主
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事平成14年度博物鵠費（ 2月現計予筆額） （単位：千円）

l科 自 ！ 予算額計 ｜ 管理運営 展覧事業 調査研究 資料収集保存 普及教育

報 部H ! 27ラ035 27,035 

｜賃 本λ、 7,196 7,196 

報償費 1,555 625 370 320 240 

！旅 8,451 991 I 2,331 4,109 840 180 

l需 費［ 33,206 3,753 19,626 3,860 ム174 1,793 

役務費 12,522 1,862 7,074 639 2,182 765 

委託料｜ 12ヲ052 4フ086 I 7,966 

イ昔 ま貝 1ラ158 408 510 90 150 I 

下止ま関まエ 口口口 主主径主三 39,819 2,388 l，鰯 l 1,549 *33,884 

負担金 146 81 

言十 143ヲ140 43,714 36,250 i 10ラ682 49,366 3, 12s I 

註）キのうちには、資料購入費28,434千円を含む。

山崎 光（平成立.4.19～15. 3. 31) 

加藤陽子（平成13.4. l～15. 3. 31) 

荒井美奈（平成13.4. 1～15. 3. 31) 

立川百香（平成14.2. 15～15. 3. 31) 

行譜ゆかり（平成13.5. 9～ ） 

小川まどか（平成13.9. 1～ ） 

高本 Jim子（平成14.2. l～ 

岩本和恵（平成15.2.11～ 

2院予糞

2月現計予算額（ 2丹補正後の予算額）を上表に示

す。

3隆博物舘協議会

徳島県立博物館協議会は、博物館の運営に隠し館長

の諮問に応ずるとともに、館長に対して意見を述べる

機関で、博物館法及び徳島県丈化の森総合公園文化施

設条例の規定に基づき設置されている。

14年震は協議会を l回開催した。

914年痩薄物語協議会

日時：平成14年 7月31日（水） 13 : 30～16: 00 

会場：博物館講座室

議事 1 平成13年度決算及び、事業報告について

2 平成14年震予算及び、事業計画について

3 「博物館と学校との連携jについて

4 その他

8纏島黒立博物鎮協議会委員名薄

（平成15年3月31司現在）

i区分｜氏名｜ 没職等 ｜ 

［ ｜…｜… 究会津乃峰小学校校長

学校教育庄野 宏文 県中学校教育研究会社会科部会長
第一中学校校長

小笠泰史
県高等学校教訓会地問副会長i
城南高等学校教頭

吉田 ヲム 龍島市立徳島域博物舘副館長｜

社会教育 i号本照彦 日和佐うみがめ博物館館長

大石雅章
鳴門教育大学教授

（副会長）

中村 昌宏 徳島丈理大学教授
／＼よr;入主ρ三〈ム1/ I 

佐野 英子i徳島新開社事業局事業部副部長

経

友；竜洋子 徳島県女性海外派遣交流会顧問

田中育代
車いすテニスサークル「フイフティー・
ラブJ車椅子の選手

ヰ爾各種委員＠非堂勤講師等の受諾

平成14年度に博物館職員が委嘱を受けた各種委員会

委員、大学非常勤講師等は次のとおり。

両角芳郎

愛媛大学農学部非常勤講師

（平成14.4. 12～15. 3. 31) 



日本博物鎧協会評議員

（平成14.6.18～16. 3. 31) 

本村忠昭

稽島市立想島域博物館協議会委員

（平成14.6. 1～：5. 3. 

佐藤陽一

とくしまJi；づくり委員会委員

（平成13.12. 15～15. 12. 14) 

想島県田園環境検討委員会委員

（平成13.12月～15.12月）

国土交通省河川 a 渓流環境ア

（平成14.5月～15.3. 31) 

徳島県ピオトープアドバイザー

6.10～15. 3. 31) 

環境省希少野生動植物種保存推進員

7. 1～15. 6. 30) 

ザー

田辺力

環境者希少野生動植物種保存推進員

（平成13.7. 1～15. 6.30) 

小川誠

環境基本計画策定庁内ワーキンググループ委員

（平成13.ち. 1～15. 3. 31) 

環境省絶滅危倶植物専門第一委員会委員

（平成13.7.～15. 12. 31) 

穂島県田園環境検討委員会委員

（平成13.12月～15.12月）

徳島県どオトープアドバイザー

（平成14.6.10～15. 3. 31) 

環境省希少野生動植物種保存推進員

7. 1～15. 6. 

出Ji!j告賓

寵島市立考古資料館協議会委員

（平成14.7. 1～15. 6. 30) 

高島芳弘

f恵島大学総合科学部非常勤講師

（平成14.4。1～15.3. 31) 

徳島市立考古資料館資料展示検討委員会委員

（平成14.6. 1～15. 5. 31) 

長谷川賢二

徳島県歴史の道整備活用総合計画策定委員

（平成13.9.21～16. 3. 31) 

岡山大学文学部非常勤講師

（平成14.4. 1～15. 3. 31) 

徳島県同和問題啓発をすすめる会専門委員

（平成14.4. 1～15. 3. 31) 

人権資科収集検討委員会委員

（平成14.6.28～ ） 

管理運堂 37

庄武憲子

神山町史編集委員会執筆委員

（王子成10.7. 1～15. 3.31) 

松茂町霊史民俗資料舘・人形浄瑠璃芝活資料館資料

館協議会委員

（平成14.4. l～15. 3. 31) 

「
h
d ピュータシステ

子成11年度に COMET（徳島県文化。学習情報シ

ステム）のコンピュータシステム更改が行われ、一般

への情報提供システム及び業務システムに係わる

が変更された。特に情報提供システムはインターネ γ

トベースに変更されたO

( 1）システム講成

博物館のコンピュータシステムは、議員が日常的に

寵う業務用、来館者や館外者が利用する情報提供用の

2つに大別できる。

業務用システムでは、研究室・作業室・収蔵産・事

務室等をイーサーネットでつなぎ、 2台のファイル

サーバを中心とした Macintoshによる LANを干毒築し

ている。職員 1人につき I台のパソコンが支給されて

いる。業務用サーバのデータは、 21世紀館に常駐する

SEによって毎百パックアップがとられている。

情報提供用システムでは、宣言内では LANにより、

はインターゑットによる情報提供を行ってい

る。従来の COMETによる資科データベースの提供

は、 MicrosoftWindows NT Serverによって運用さ

れし、 21世紀諮がシステムの管理を行っている。博物館

の催し物や各種ニュースなどは、 Macintoshを罷った

WWWサーバで、博物館のホームページとして公開さ

れ、このサーパに関しでは博物館が管理を行ってい

る。

(2）システムの活君

事資料管理

では収蔵資料をデータベースに登録してい

る。資料データベース作成は、各分野ごとに担当学芸

員が様々な目的に応じた柔軟なデータの加工ができる

よう、市販ソフトであるファイルメーカ－ Proを用

いて行っている。

データベースを使って、資料ラベルや資料目録の作

成、資料受入れ・貸出し管理、各種調査や問い合わせ

のデータ作成、情報提供用データの作成等の作業を

行っている。
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畿各種データベースの講築

も次のような各種のデータベースを

構築し、共有している。

事図書データベース

．宮窪データベース

a 文献データベース

・発送先住所データベース

場普嘉浩重！bl芝び広報活動への活舟

各種の広報用印刷物はパソコンを使って編集し、

データを印刷業者に渡したり、レーザープ •） ンタで出

したものを原稿として用いている。 12年度も、’濯し

物データベースを構築し、それを利用して濯し物案内j

丈の作成、行事記録の作戒を行うようにした。さらに

デ、ータベースと電子メールソフトを連指して、電子

メールでの濯し物案内ザーピスを行っている（13年 3

月末現在の登録者約299名） 0 

審むOMETを通じての靖幸義援イ共

文化の森では、 COMETを通じて来館者や

にさまざまな情報提供を行っている。博物館でも

資料データベースや図書データベースを去閉してお

り、情報提供する項弓のテヰーストデータおよび酉像情

報を専用フォルダーに入れておけば、夜のうちに自

的に清報提供掃のデータベースに取り込まれる

になっている。

事ホームページによる溝報謹娯

インターネット利用者の増加に伴い、博物館でもそ

の技術を活用した情報提供の可龍性を探ってきた。平

の7月から、次期 COMETシステムの実験と

いう性寺きも兼ねて、新ホームページの運用を始めた。

ホームページの主な項呂は下記のとおりであるc

零博物語の紹介（開宣言5・交通案内など）

－展不案内（企画展、

. j崖し物、普及行事の案内

・調査請究活動の紹介

. 収集保存活動（データベース）

⑨学校等への利用案内

a 出版物（展示解説、研究報告、博物鎧ニュースなど

の案内）

－友の会、博物館協議会

，学芸員関連のページ

・特別メニュー（子保向けメニュ一、映像コーナーな

ど）

インターネットの活罵

電子メールやホームページを職員が利用できるよう

になり、各種問い合わせや連絡、情報の収集に活用し

ている。メーリングワストを利用し、博物舘や研究者

間の情報交換もさかんに行われている。

勢墨示活動への活用

企画展の展示パネルの多〈やラベルは、パソコンで

作成し、レーザプリンタヤカラープリンタで印剥した

ものを使うようになった。

事博物類業務箸翠への活露

日常の博物館業務管理にもシステムを活沼してお

り、定型作業や集計作業の効率化を図っている。

ら暫 トワー

白
い
門

呂田地区博物館協議会及び日

は、西国地区の博物館及ぴ担当施設の連絡 s

で、現在89揺（窟）が加盟している。国

（支部長）を担当する舘が2年ずつ持ち屈り

をうとめることになっている。

平成14年度の役員会及び総会は次のとおり

開催さ 4レ J」 O

事14年産投員会・

日時： 5月14日（火） 10: 30～16: 30 

会場：香川

議事：

講演

演題：

講師：

5 B制の実施と の果たす役

民（香川

審問穆規察 5 H 15日（水） 9 : 00～立： 00

：四国民家博物譲、香川県歴史博物館

？歪島県博物語協議会

穂高県内の博物館施設が相互協力して博物館活動の

振興をはかるため、平成8年 2月278に設立された。

加盟舘は、設立時は31館であったが、 9年度11館、 11

に2錯、12年度に 3館、13年度に 3揺が加盟した0

13年度末には 1館が退会14年度末には 2舘が退会した

が、 14年度当初に新たに 3館加盟したため、全部で50

（平成15年 3月末現在）になっている。な

に事務局が置かれている。

重量投員（平成15年3月末現在）

会長徳島県立博物館長

大塚田際美術館理事

副会長 とくしま動物園長

両角芳郎

田中秋符

本田 武
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土成町郷土歴史館（ 8月20日～ 9月4El) 

( 9 

⑦共同事業検討会の

日時： 10月訪日｛水）

窓島県立博物舘講座室

：とくしまミュージアムスタンプラリーの今後

の取り扱いについて

③先進地の博物館施設の調査

日時：：：月27B（金） 9 : 00～18: 00 

。アンパンマンミユージ

を実施。商館とも担当者から詳細に

を開き取ることができた。

②研修会の開催

日時； 2月21日（金J 13: 00～16: 30 

場所：那賀川町科学センター

内容：博物語と学校教育

＠那賀川町科学センター

．那賀川

月8ヨ～ 9月25日）

835人

参加者24名

目： 00～16:00 

憲之

吉田 弘

小Jii統史郎

岩時正夫

g 人形浄瑠璃芝居資

白

河田 一部

市

理 事

事

事

事会

事

王翠

呈
可
d
I
J

11 
ノ王なと

ーユースを 2題発行した。

について実践報告

一寸ノ、スタン

「施設概要と事業運営j

天体望遠鏡などの施設見学

トJ）；之、
することを巨的に、

ら加入しており、

る総会に議員を派遣しているほ

的な協力も行っている。

14年度総会は、 7月？～ 8日、

ンター（かんぼの宿とくしま）及び当館を会場として

行われた。 22機関 2 団体から45名の参加があった。新

代表に守安敏司水平社博物舘長を選出し、

を鳥取市で荷濯することなどが決定されたほか、当館

の視察を行った。

1 E開佳され

加入機関との悟別

③役員会の開催

,a持： G月48 （火）

博物

：総会について

2 日時： 1月訪日（木）

場所：

：各実施事業について

1）一、会費の変更について

④総会の

日時： 6月4日（水） 14: 30～：6: 30 

場所：穂高県立薄物館講座室

議事： 13年度事業報告並びに

監査報告について

について

14年度事業計画設ぴに予算案について

のイ也ースタンプラリーについて

：講師小川裕久氏（徳島市立徳

演題 「徳

~福島博物館マップの配布

今年震新しく作成した

加盟舘で配布するとともに、

に配布を依頼した。

13: 00～14: 00 

13: 30～15: 30 

ネットウータ

ネットワーク（略称「人権ネッ

のための研究、教育、啓発に寄与

人権に関する資料の収集保管

を行う博物館、資料館、人権セン

タ一、苛究所等により平成8年に結成された。現在、

29機関ー団体が加入しており、事務局は大阪人権博物

語、水平社博物館、福出市人権平和資料館、福間県人

権啓発情報センタ一、柳原銀行記念資料館で組識さ

ている。

(3) 

にういて

⑤巡回展の開催

のための国連日年協賛［丹波マンガン鉱

日コリアンの労働史 Jを、次のと

一←
苧

監事鳴門市ドイツ

ヰ年度新規加童謡（ 3佳）

徳島県立文学書道館、態島市天狗久資料館、

賀川豊彦記念館

事14年度事業

①加盟舘冒

ストを｛乍ました。

( 6月25日～ 7月7日）

海南町立博物館（ 7月日日～22B) 

観覧者数 249人

の？専物宣言（ 7月31日～ 8月15日）

観覧者数 3,626人

出の記録

り間程した。

徳島県立博物館
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7 .課察等？毒物語関鐸莱訪者

4月26日 愛媛県総会科学博物館学芸員 LL！根勝枝氏

6月 1B 

8月23日

8月24日

9月4日

9月11B 

10月246

海部郡小学校理科部会 15名

山形大学人文学部教授 松尾副次氏

文部科学審議宮 縄手法康氏

山梨県教育委員会一行 9名

良県教育委員会一行 8名

国立民族学捧物館博物館学国際協力セミ

ナ一一行 12名

10月256 名西郡理科部会 10名

11月18fl 愛知教育大学教授 J 11村善也氏

11月27日 京都清隣保錯連絡協議会中部地域連絡協議

12名

12月訪日 沖縄県文化環境部文化振興課仲本興哲民

地2名

1月16日 三重県教育委員会一行 4名

2月 1El 楠弘美氏偲 6 

2月初日 文化 e 観光施設研修

2月27日 京都国立博物館総務課吉田良博氏他2名

3月6日 国立歴史民信博物館資料課今井千恵子氏他

2名

3月四日 ラブラタ大学国際関係研究所日本研究セン

ター長 小那覇セシワア氏
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¥7I 覧 討

モ成14年度から小幅中・高校生の観覧は、土曜、日曜、祝日および、長期休業中については、常設展、企画展とも

無料になったため、これまでとは異なる入話者のカウント方式となった。無料の観覧者数が増えているのはそのた

めであるが、累計表においてはすべての区分での入舘者数を表示するのは盟難であるため、これまでの方式

せて表示したものもある。

（単位：人）争平成14年度 博物館常設震観覧者数

関｜ 高 科 長ヨ 覧 宍口

主主 イ国 ｝、 団体（言語ヲ［20%)
月｜

日 ｜高校 l;J 中
一般 両校｜づ中

数 j般大学生学生 大学生学

。
15 8 32 庄121 0 り

。。
29 11之

9 15c 

2 16 0 。
。

so' 

36 

49 υ ハ 。 44 127 。
z寸 1301 381 68 206 1,322 

主在 李ト 主目 覧 者

争常設展観覧者数票言十（平成2年護～平成昨年震） （単位：

7261弘前12,,315137, 349 

有料観

偶 人 ［間体（割引川）

覧者

減免（害防［50%)

高校 ・中

にた学生；学生

57 

19 

開

館

円

数

度

言十
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237 

175 

19フ758

545 

092 

観
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660 ι笠

781 9但

学長一学

一

ム

入

手
一
酢
ぺ
｜

83 

30 

'10 
L;Oi 

－一寸

47 

531 
一一寸

114 

4 i4i 

47引

竺1
222 

右

266/ 3,7叫

3361 2,1861 

j l,91' 

30 

146 

34 

建静金覇展観覧者数票言十

山
口
湖

1,195 

8 
一一寸

6 I 

12 14. 6. 25～ 7 . 7 

4,655 36 

276 

1. 21～ 3 . 2 

60ヲ435
22,372 38 i 

1,56] 

1,850 

12 

開催日数

26 
2002年度移動展一昆虫！l平14.10.26～11. 24 
の世界（海南町立得物館）｜

間

18 
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し汎骨
f口与Z

昭和34年12月

昭和55年2月

4月

2月

昭和57年3月

昭和田年3月

昭和田年 1月

4月

5月

BB7f日60年8月

3月

百三和62年3月

8月

昭和63年7月

平成元年4月

12月

平成2年3月

4月

10月

日月

平成 3年 2月

平成4年3月

平成8年4月

理 ヨ路
肩罵

！日博物舘（徳島県博物館）設置及び開館

（！日博物舘に関する沿革は「穂高県博物館30年史j参照）

文化の森構想、発表

置県百年記念文北施設等整備基金設置

文化の森建設地を槙島市八万町向寺山及ぴ寺出に決定

博物舘基本構想、検討委員会を設置

文化の森総合公園を都市計画決定

会が「語島県立博物館基本構想、報告書jを知事に提出

美術品等取得基金設置

博物館資料収集畏示委員会を設置

文化の森総合公園起工式挙行、基盤整需工事に若手

とアルゼンチン共和国ラブラタ大学との相互贈与に関する合意書締結

文化の森の各文化雄設基本設計（文書館を除く）及び博物館展示基本設計完了

各文化施設実施設計及び博物館展示実施設計完了

各文化施設（文書館を除〈）建設工事着手

博物館展示工事著手

開室

。近代美帯館， 21世紀鎧棟本体工事竣工

！日博物語顎鎖

文化の森総合公開文化施設条例施行により、博物語（徳島県立博物館）及び博物語協議会設置

博物館展示工事竣工

文化の森総合公冨開園、博物鎧開館

博物館資料収集委員会設置

博物館が、日本育英会の第一種学資金の返還を免徐される職を置く文教誌設として指定される

博物館管理規則の一部改正により、全祝日・休日の開館を実施

2監蕗設の概要

審 所在地

毒事敷地面讃

舎建築菌寺黄

昏延床墨積

徳島市八万町向寺山

40.6ha （文化の森総合公園全体）

8, 363m' ( 3舘掠）

22, 382m2 ( 3館合計一積層部分を

8ラ133m'（博物館占用スペース）

ると23,814m') 



事構造規護

審設 計

事施 行

建築
呈歪h k=  

電i 天工

空調
拝q;
旨

鉄筋鉄骨コンタワート造地上41者 a 塔屋：階。地下 1陪

（株佐藤武夫設計事務所咽（槻日建設計’（株）環境建築研究所 共同企業体

大成建設ーフジタ工業ョ不動建設白熊谷組・間組共同企業体

呂田電気工業，近畿電気工事共同企業体

東洋熱工業・三機工業 a ナミレイ 共同企業体

日工業社・大成設備

エレベータ←一一一一一怖東芝

家具 富士ブアニチア附

移動展示ケース 側三井

展示 （椅丹青社

＼＼、、、、

＼＼＼  
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、あらかじめ、館長の承認を受模写等をしようとするのために

に関レ必要な事項l土、語長が定める。に定担うるもののほ

号）第 7条第6項の競走に

な事項を定めるものと

口すA
A
 

（平成2年寵

jという。）の

2年3月318

又

O

一一
4
4
U

る

と

o

め

o

る

く
定
る
ふ

EtmE

て
ー
す
討

を
つ
理
比

人

よ

総

古

ー
に
を
ゆ

げたときは、その職務を代理する。

きなし為。

会長の決するところによる。

、聞くこと

可否同数のときは、

る。

；立、会長が揺集する。

土、委員の半数以上の出席がなけ

、出席した委員の過半数で決し、

って定める。し必要な事項l土、この規則に定めるもののほ

密島県教育委員会規剖第 4号

2号

昭和45年3月31Fl

3月31日

の名という。）島県立博物館（以下「博物館j

当する条項のみの抜粋］

により設置さ

に掲げるとおりとする。

置位

徳島市八万町向寺山

手本名



例規引

（内部組織等）

第25条博物館に総務課、自然課及び人文課を置き、総務課に庶務係及び普及係を置く。

2 前項の課及び係の分担事務は、館長が定める。

（業務）

第26条博物館の業務は、次の各号に掲げるとおりとする。

(1) 考古、歴史、民俗、美街工芸、動物、植物及び地学に関する実物、標本、模型、文献、写真その他の資料（以

下「博物館資料jという。）を収集し、保管し、及び展示すること。

(2）博物館資料に関する調査研究を行うこと。

(3）博物館資料に関する観察会、講座等の教育普及事業を行うこと。

(4) その他博物館の設置の目的を達成するために必要な事業を実施すること。

第6節 職及び職務［博物館に該当する条項のみの抜粋］

（所長等の職務）

第32条教育センター、情報処理教育センタ一、少年自然の家及び埋文総合センターの所長、文書館、 21世紀館及

ぴ中央武道館の館長並ぴに県民運動場の場長は、上司の命を受け当該教育機関の事務をつかさどり、所属職員を

指権監督する。

（次長等）

第33条 上司の命を受け、教育機関の長を補佐させるため、次の表の上欄に掲げる職を同表の相当下欄に掲げる教

育機関に置く。

職 教 育 機 関

高』 宣告 長 図書館、博物館、美術館、文書館、 21世紀館

（教育センターその他の次長は省略）

2 教育機関の長に事故があるとき、又は教育機関の長が欠けたときは、当該機関に属する次長又は副館長が、そ

の職務を代行する。

（主幹等）

第34条 前条に規定する職のほか、教育機関に、次の表の上楠に掲げる職のうち必要な職を置き、その職務は、そ

れぞれ同表の相当下欄に掲げるとおりとする。

職 職 務

主 幹 上司の命を受け、当該教育機関の事務に関し特に命ぜられた事項を処理する。

課 長 上司の命を受け、課の事務を処理する。

王 査 上司の命を受け、高度の知識又は経験を必要とする事務又は技術に従事する。

専門学芸員
上司の命を受け、高度の知識又は経験を必要とする博物館又は美術館の専門的事

務に従事する。

係 長 上司の命を受け、係の事務を処理する。

事務主任 上司の命を受け、相当の知識又は経験を必要とする事務に従事する。

主 任 学 芸 員
上司の命を受け、相当の知識又は経験を必要とする博物館又は美術館の専門的事

務に従事する。

主 事 上司の命を受け、事務に従事する。

’二再子,. τ！±－ 員 上司の命を受け、博物館又は美術館の専門的事務に従事する。τ民

（司書、技師その他の博物館に置いていない職は省略）
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Lt 

？？ 
心さ〉 とおりとする。J土、

名 事本 置

は省略）

重襲？意z皐

制 定平成2年11月3日

最近改正平成14年4月l日

以下「条部よという。）

るものとするc

(6) 

日

るとき。企画展観覧科の全

び、これらに準ずる者が罷覧するとき。

るとき。/7) 校学守口ア e 生徒及びこれらに準ずる

(8) 各学校の学部等に規定する学年姶休業日、夏季休業日、冬季休業E及び学年末休業百（土曜日、日

日を除く。）に、小学校、中学校、高等学校の児童＠生徒及びこれらに準ずる者が観覧するとき。

ぴ企画展の観覧科の全額

(9) その他徳島県立博物舘長（以下「宣言長」という o）が特に必要と認めるとき。舘長が必要と認める

$ 

3条 詰条第 l号により観覧科の免除を受けようとする者は、あらかじめ福島県立博物館観覧料免除申

式第 1号）を館長に提出し、承認を受げなければならない。

2 館長は、前項の申請を適当と認めたときは、観覧科の免除を承認するものとする0

3 詰条第2号又は第3号に該当する者は、身体障害者手帳、療育手帳並刊日

証明する資料を提示し、承認を受けるものとする。

様式第 1号（省略）

／ 
＼ 

( if長

会牛
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3年12月l8 

り

な

（趣旨）

第 1条この要綱は、

窓島県立博物語が所蔵する

する。

に閲覧、丈s

"-

4条資料の特別利用ができる場合は、

的とするときに限るものとし、

(1) 特別利子日によって、

(2）特別利用によって、

(3) 

( 4) 

2 

,:;:i 0 

(1) 

(2) 

(3) 

( 4) 

(5) その他、

（条件）

第5条資料の特別科用を許可された者は、

(1) 資料特別利用車語書に記載した弓

(2) 部員の指示に従って資科を翠り扱うこと。

(3) 資料の告受及び返納に当たっては、係員立ち会いのもとで、

( 4）特剖利用に伴って必要となる経費J立、特別矛！Jj弔する

させるものとする。

ることを呂

3 

は文化に関する

るときは許可しないものと

るとき。

るとき。

同意を得ていないとき。

をしようとする者は、正うらかじ

を提出し、資料特別利用

を受けようと

とすとして458し、貸出期間る。た

当する、博物館法に定める

社会教育法に定める公民館

国立の図書館及び図書舘法に定める図書館

に定める

と認める者

らない。し次の各号を遵守しなけ

しないこと。

特別利用に

に資料

点検を行うこと。

るとに届け出てそかた者が、資料を損傷又は亡失したときは、

し、又はその損害を賠償しなければならない。

資料の特別利用を

これを原状

b
h

京
ろ

6
こ

3号（省略）1す～



54 例規

重襲纏畠鼻立？葬守勢額資料寄託取扱要綱

制定乎成3年12月 1Fl 

（趣旨）

l条 この要綱は、諸島県立博物錯管理規期（平成2年穂島県教育委員

博物館資料（以下「資料」という。）の寄託に関する

第7条の規定に基づき、

るものとする。

2条 穏島県立博物蕗に資料を寄託しようとする者（以下「寄託者jという。）は、あらかじめ徳

長（以下「館長Jという。）に資料寄託申請書（榛式第 1号）を提出し、資料寄託許可註（様式第2号）の交付

を受けなければならない。

2 舘長は、資料の寄託を受けたときは、寄託者に資料受託書（様式第3号）を交付するものとする 0

3 寄託者に寄託資料を返還するときは、資料受託書と引き替えに行うものとする。

（許可基準）

3条館長i土、資料の寄託の申請があったときは、次の各号のいずれかに る資料について

とする。

( 1) 毘指定文化財及び県宮市町村指定文化討に指定されている資料、若しくはそれに準ずる資料

(2）博物館資料として展示等に活用できる

(3）博物館資料として保存すべき価値が高く、かつ現状のままでは資料の保存が危d倶される

(4) その他、館長が特に必要と認める資料

第4条資料の寄託期間l土、 5年とする。

もの

2 寄託者が、寄託期間満了後において引き続き資料を寄託しようとする

なければならない。

て第2条による手続を行わ

r、
よ〉 間満了以前に寄託資料の返還を求めるときは、返還を希望する日の30日前まで

出なければならない。

4 寄託者l土、寄託期間内に寄託資料の所有権に変更があったときは、速やかに語長に申し出なけ

5 館長は、前項の申し出を受けたときは、新たに所有権を有するここになった者と協議し、引き

を希望する場合は、改めて第2条による手続を行うものとする。

（寄託資料の特別利用）

に申し

第5条 倍、島県立博物舘又は第三者が、語、島県立博物館資料特別利用要綱に基づく寄託資料の特別利用をしようと

するときは、三ちらかじめ寄託者の承諾を得なければならない。

2 第三者が寄託資料を特別利用しようとするときは、

行い、館長の許可を得るものとする。

を得た後、資料特別利用要綱に基づく手続を

6条 寄託資料の運搬等に要する費用についてti，寄託者が負担するものとする。

2 寄託資料の保管科については徴収しない。

3 寄託資料に補修等の必要が生じたときは、館長と寄託者と

（管理）

して行うものとする。

7条 寄託資料の管理は、徳島県立博物館が所蔵する資料に準じて行うものとする。

様式第：号～第 3号（省略）
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